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Plate説明

Platel（P．54へノ57参照）

1．ツルラン徳之島手．々（18，Ⅶ，1989）

2．リュウキュウエビネ徳之島三京林道（20．Ⅶ．1989）

3．トクノシマエビネ栽培（5．Ⅳ．1990撮影）徳之島三京林道産

4．上に同じ．

Plate2（P．58へノ62参照）

1．アミメカワヨウジHi♪♪ichthyshePtagonusBleeker

奄美大島住用川（18．Ⅶ．1988），全長91mm

2．ウチワハゼMangaγiTluSaderousiHerre

奄美大島住用川（19．Ⅶ．1988），全長26mm

3．アサガラハゼβγαC如α如け0如α乃0ねぎ（Franz）

奄美大島住用川（19．Ⅶ．1988），全長46mm

4．チワラスボrαe乃われねSCrれ虎払S（Blyth）

奄美大島住用川（18．Ⅶ．1988），全長116mm

5．ヒゲワラスボrαe乃0°め慧J彷GOαSmith

奄美大島住用川（18．Ⅶ．1988），全長87mm

6．ホシマダラバゼOf，hocαraわroαf）hala（Valenciennes）

種子島大浦川（2．X．1989），全長126mm

7．クチサケハゼ0けgoeかgSP．

大根占町神之川（4．VI．198g），全長62mm
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巻　頭　口

主将松野知之

山や田舎に行くと，本当にキレイに星が見えます。私が小学生の頃，奈良県の大台ケ原で見

た星の美しきは今も忘れることができません。ですが私の住んでいた辺りは空気が汚れそいて，

目的の天体が見つけられず投げ出してしまうことが多く，とても残念なことです。

私達は，生物が大好きで好奇心の旺盛な人間の集まりです。川や山や海などで生きている様

々な生き物達を観察しています。川があれば，川の中に入っていって石をひっくり返して，か

わいいハゼが採れないかと，手綱で採集しています。奄美大島の河口の干潟でハゼ類を観察し

ている時でした。観察に夢中になるうちに，マングローブ林の中に入っていきま‘した。その当

時は，ハブは塩水を嫌うから大丈夫だろうと勝手に思っていました。ですが後から聞いた話に

よると，そこはハブがうじゃうじゃいると聞いて驚いてしまいました。比較的時間に余裕のあ

る学生であり，地理的条件にも恵まれた鹿児島であるから，長期にわたっていろんなフィール

ドに出掛けていきたいと思っています。
一口に生物と言っても動物や植物たち，そして昆虫，魚類といったふうに，たくさんの研究

対象があります。それぞれが独自の生き方をし，独自の習性をもっています。それを知ること

こそ私達の最高の喜びです。しかし，生物の生活を知れば知るほど，多くの問題にもぶつかり

ます。生物と私達が共に暮らしている環境の急激な変化が見えてきます。ちょうど天体を観測

することにより空気の汚れが分かるように，生物をとおして環境の急激な悪化が分かります。
誰しも，昔はもっと水がきれいで，こんな虫がいた，こんな植物もあったとか，こんな魚もた

くさん採れたといった思い出があると思います。

私達は自分の好きな生物を観察することにより，自然のことを知り，自然を知ることによっ

て自分が生きていることの理由（わけ）を知ることがとても大切だと思います。

今回，久しぶりにLEBENを発行しました。これから，滞ることなく毎年発刊するための

起爆剤となれば良いと思います。そうすることにより，活動も活発になるのだから…。

私個人としては，これから観察のフィールド（調査地）を絞り，長期にわたり観察を続け，

何年か後のLEBENに載せたいと思っています。
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祖母山昆虫採集報告（1986年夏期合宿）

古川陽二郎編

尾平の小学校跡に着いたのは7月11日の夕方だった。鹿児島から，食料，採集道具，カメラ

など全てをザックに詰め込み，やっとの事でここまでたどり着いた。4人皆疲れていた。当時

生研の主将だった裏戸先輩は，翌日を休息日とした。

休息と言っても一日中寝ていたわけではない。尾平周辺を散歩しながら，採集を行った。そ

こでは数多くの甲虫を採集した。祖母山頂は雲で見えなかったがよく晴れていた。奥岳川に足

を浸すと体から汗が引いていくのを感じる。穏やかな一日だった。ラジオは，台風は近付いて

いるものの明日あさってまでは晴天が続くという。裏戸先輩は明日午前10時登山開始を宣言

した。その夜私達は荷物をまとめ，明日に備え睡眠を十分とることにした。多分，私は祖母山

頂での爽快な景色を夢で見ていたことだろう。

何キログラムあるだろう。私のザックは大人一人背負っているように重い。自分だけが重い

のではないと心に言い聞かせつつ祖母登山が開始された。4台目までを登ったところで，大粒

の雨が降り出した。柳田先輩と裏戸先輩はここで雨具を着た。私は雨など予想だにしていなか

った。吉鶴先輩も同様だった。二人は全身ずぶ濡れだった。通り雨だろうということで，裏戸

先輩は強行策をとった。ここから4人の苦行が始まったのである。重い荷物を背負った上，足

場が悪く更に急坂となった。普段不摂生をしている柳田先輩は吐きながら登り，運動不足の吉

鶴先輩はやかんとコッヘルを両手に持ちガラガラ音を立てながら滑っていく。私と裏戸先輩は

止まぬ雨に打たれながらただ茫然と足を運んでいた。8合目付近までのぼったところでブユが

顔や腕などを刺す。痛がゆい。それだけではなかった。何やら脛の辺りが気持ち悪い。ヒルだ。
気が狂いそうになる。プユやヒルに急かされて，4人は足早になる。いつの間にか雨は止んで

いた。霧の中に建物が見えた。やっと着いたんだ。心の底から安堵感が湧いてくる。それまで

気付かなかったが，気温は20度前後のように思われる。肌寒い。私は山小屋の中に入り急い

でザックの中から着替えを出した。私のザックは防水されていなかった。着替えは全て雨でシ

ットリと濡れていた。トイレットペーパーも濡れていた。ああ，なんてこったい！この後，数

日間私がどのように過ごしたか想像できるだろうか。とりあえず4人は小屋にあったカビ臭い

毛布を身体に巻き付けた。数分後，皆後悔した。毛布にはダニがわいていた。ここまでいじめ

られると，笑いが出てくる。よほど私達は祖母の仙人に嫌われているようだ。その晩は，風雨

ともに強く山小屋のトタン屋根はうるさく音を立てていたが，疲れていたせいか朝まで熟睡す

ることができた。
朝一番に起きて食事の支度をするのは1年生の私の仕事だった。小屋から10メートルはど

下ったところに湧き水が出ていた。ここは9合目なのに，なんでこんなところから水が湧いて

いるのだろうか。もしかするとこれは雨水なんじゃないだろうか。などとくだらないことを考

えながらその水で米をといていた。手が切れるほど冷たい水だった。霧の様に細かい雨が降り

そぼっていた。木々の葉先から雨の滴が落ちてくる。それと同時にヒルも落ちてくる。それに

気付いた私は，すぐ小屋に戻った。朝食が終わり，雨の中私が食器を洗っていると裏戸先輩は

後ろで傘をさしてくれた。その時私は裏戸先輩に後光がさして見えた。ああ，なんて優しい先

輩だ。この日も風雨共に強くほとんど採集にはならなかったが，ヒメオオクワガタ，アオアシ

ナガハナムグリ，ヒメコプヤハズカミキリなどを採集することができた。

こんな天気が2日間も続いた。山頂でやっと太陽を見ることができたのは3日目の16日のこ
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とだった。私達はこの日を逃したら，もう次はないと思い，必死で採集した。この日は主に吹

き上げで飛来する蝶を採集した。

やはり次の日は雨だった。十分に持って来ていたはずの食料は，後一日分しか残っていなかっ

た。多分この数日間することも無く飯ばかり食べていたのだろう。裏戸先輩は明日の下山を決

定した。

次の日も雨が降っていた。下山しないと飢え死にしてしまう。やむなく雨の中下山すること

にした。何合目まで降りて来ただろうか。雨はピタリと止み青空が広がっていた。尾平までた

どり着いた私達は，祖母山頂を振り返った。なんと雲がかかっているのは山頂だけであった。

そこで4人は顔を見合わせ，声を上げて笑い合った。

次の日まで尾平で採集を行った。部員の減少でたった4人の合宿だったこともあり，あまり

これといって成果は上がらなかったが，私にとっては忘れることのできない思い出深い合宿と

なった。なにがあっても生きていける自信を身に付けた私であった。

〔古川〕

鱗　廻　目　LEPIDOPTERA

1アゲハチョウ科Papilionidae

l．アオスジアゲハGraPhiumsaγPedonLinnaeus

尾乎；（目撃，14．Ⅷ，吉鶴）

尾平～土岩；（目撃，19．Ⅶ，吉鶴）

土岩～上畑；（目撃，19．Ⅶ，吉鶴）

2．キアゲハjbPilio7naChaonLinnaeus

山頂；（4♂♂，16．Ⅶ，吉鶴）

3．アゲハPaPilioxut：hwLinnaeus

尾平～尾平越；（目撃，13．Ⅶ，吉鶴）

4．クロアゲハPat）ilio♪rotenorCramer

尾平～尾平越；（1♂，13．Ⅶ，吉鶴）

土岩～上畑；（1♂，1g．Ⅶ，吉鶴）

5．ガラスアゲハPaf）iliobianoγCramer

山頂；（4♂♂，16．Ⅶ，吉鶴）

尾平′、土着；（1♂，19．Ⅶ，吉鶴）

6．ミヤマカラスアゲハPaPilio7maCkiiMen色tries

山頂；（1♂，16．Ⅶ，吉鶴）

土岩～上畑；（1♂，1g．Ⅶ，吉鶴）

ITシロチョウ科Pieridae

7．モンキチョウCoJαぷ化oJαぷJerαおEsper

尾平′、土岩；（目撃，19．Ⅶ，吉鶴）

8．ツマグロキチョウgU柁徽：「桁γ帯び毎ノー短娩rBoi双luval

土岩～上畑；（1♂，19．Ⅶ，吉鶴）
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9．キチョウEuγema（Teγias）hecabeLinnaeus

尾平′、尾平越；（1♀，13．Ⅶ，吉鶴）

尾平～土岩；（1♂目撃，19．Ⅶ，吉鶴）

土岩～上欄；（目撃，19．Ⅶ，吉鶴）

10．スジグロシロチョウPねγfSr拗ね靡おノ珊ereおM芭n（∋tri由

尾乎′、尾平越；（1♂，13．Ⅶ，吉鶴）

山頂；（1♂，16．Ⅶ，吉鶴）

尾平へノ土岩；（1♂1♀，19．Ⅶ，吉鶴）

土岩～上畑；（目撃，19．Ⅶ，吉鶴）

lJIシジミチョウ科Lycaenidae

ll．ムラサキシジミNarathurajaか〕nicaMurray

尾平～尾平越；（目撃，13．Ⅶ，吉鶴）

山頂；（1♀，16．Ⅶ，吉鶴）

尾平～土岩；（目撃，1g．Ⅶ，吉鶴）

土岩～上畑；（目撃，19．Ⅶ，吉鶴）

12．ウラクロシジミIratsu帯eOrSediceButler

山頂；（2♂♂，16．Ⅶ，吉鶴）

13．オオミドリシジミFbuo7ZiusorientalisMurray

山頂；（2♂♂，16．Ⅶ，吉鶴）

14．ハヤシミドリシジミダα〃07正広u花γα帯αγわⅢSFix紺1

山頂；（1♂，15．Ⅶ，吉鶴）

15．フジミドリシジミQuercwiafujisanaMatsumura

山頂；（8♂♂，15．Ⅶ，吉鶴）

16．トラフシジミRaPalaarataBremer

尾平へノ尾平越；（1♂，13．Ⅶ，吉鶴）

17．べこシジミL耳ae7犯PhlaeasLinnaeus

尾平～尾平越；（1♂1♀，13．Ⅶ，吉鶴）

山頂；（目撃，15．Ⅶ，苫鶴）

尾平；（目撃，18．Ⅷ，吉鶴）

尾平～土岩；（1♂，19．Ⅶ，吉鶴）

土岩～上畑；（目撃，19．Ⅶ，吉鶴）

18．ヤマトシジミ伽はわzl’zeerfα摺α／泌Kollar

尾平～土岩；（目撃，19．Ⅶ，吉鶴）

土岩～上畑上（1♀，19．Ⅶ，吉鶴）

19．サツマシジミC（ZJ仇戒rf乃ααJわC収2er扉即：MC沿re

尾平～尾平越；（1♂，13．Ⅶ，吉鶴）

山頂；（1♂，15．Ⅶ，吉鶴）（1♂1♀，16．Ⅶ，吉鶴）

土岩～上畑；（目撃，19．Ⅶ，吉鶴）

20．ルリシジミCelastγinaargioIwLinnaeus

尾平～尾乎越；（目撃，13．Ⅶ，吉鶴）
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21．ツバメシジミ£ぴeregαrg7°αdeぶPallas

尾平～土岩；（1♂，19．Ⅶ，吉鶴）

土岩～上畑；（1♀，1g．Ⅶ，吉鶴）

22．ウラギンシジミCαγ虎iSαCめMoore

土岩～上畑；（目撃，19．Ⅶ，吉鶴）

Ⅳテングチ5Lウ科Libytheidae

23．テングチョウ上’元物αCe花gFueぷly

尾乎～尾平越；（2♂♂，13．Ⅶ，吉鶴）

Vマダラチョウ科Danaidae

24．アサギマダラ蝕γα乃がCαぶ由Kollar

尾平～尾平越；（目撃，13．Ⅶ，吉鶴）

山頂；（3♂♂1♀，16．Ⅶ，吉鶴）（1♀，17．Ⅶ，吉鶴）

Ⅵタテハチョウ科Nymphalidae

25．オオウラギンスジヒョウモンArgyγOnO腱ruSlanaMotschulsky

土岩～上畑；（1♀，19．Ⅶ，吉鶴）

26．ミドリヒョウモンArgyTmisPaPhiaLinnaeus

尾平～尾乎越；（1♂1♂，13．Ⅶ，吉鶴）

27．ウラギンヒョウモンFabricia71aadi如Linnaeus

尾平～尾平越；（1♂，13．Ⅶ，吉鶴）

山頂；（2♂♂2♀♀，16．Ⅶ，吉鶴）

28．ツマグロヒョウモンArgyreLLShyteγbiusLinnaeus

山頂；（2♂♂，16．Ⅶ，吉鶴）

尾平～土岩；（目撃，19．Ⅶ，吉鶴）

土岩～上畑；（1♀，19．Ⅶ，吉鶴）

29．イチモンジチョウLimeTlitis（uoga）ca花illaLinnaeus

尾平～尾平越；（目撃，13．Ⅶ，吉鶴）

尾平；（目撃，14．Ⅶ，吉鶴）

30．コミスジ肋廊ね．鋤帥短Pallas

尾平～尾乎越；（目撃，13．Ⅶ，吉鶴）

尾平～土岩；（1♂，19．Ⅶ，吉鶴）

土岩～上畑；（1♂，19．Ⅶ，吉鶴）

31．サカバチチョウAァ・αSCわzfα～如γeゴα乃αBremer

尾平～尾平越；（2♂♂4♀♀，13．Ⅶ，吉鶴）

尾平～土岩；（2♂♂，19．Ⅶ，吉鶴）

土岩′、上畑；（目撃，19．Ⅶ，吉鶴）

32．キタテハPolygo71iac－aureumLinnaeus

尾平～尾平越；（目撃，13．Ⅶ，吉鶴）

尾平；（lex．，14．Ⅶ，吉鶴）

尾平～土岩；（目撃，1g．Ⅶ，吉鶴）

土岩～上畑；（目撃，19．Ⅶ，吉鶴）
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33．ヒオドシチョウNymPhalisxanthD7nelasDenis＆Schiffermtlller

尾平；（目撃，14．Ⅶ，吉鶴）

山頂；（1ex．，16．Ⅶ，吉鶴）

尾平～土岩；（目撃，19．Ⅶ，吉鶴）

34．ルリタテハKaniskacanaceLinnaeus

尾平～尾平越；（1♂1♀，13．Ⅶ，吉鶴）

尾平；（1♀，14．Ⅶ，吉鶴）

尾平～土岩；（目撃，19．Ⅶ，吉鶴）

土岩～上畑；（目撃，19．Ⅶ，吉鶴）

35．ヒメアカタテハCynthiacarduiLinnaeus

尾平～尾平越；（目撃，13．Ⅶ，吉鶴）

山頂；（1♂，16．Ⅶ，吉鶴）

36．アカタテハVanessaindicaHerbst

尾平；（目撃，13．Ⅶ，吉鶴）

尾平～尾平越；（3exs‥13．Ⅷ，吉鶴）

山頂；（2exs．，16．Ⅶ，吉鶴）

尾平～土岩；（目撃，19．Ⅶ，吉鶴）

土岩～上畑；（目撃，19．Ⅷ，吉鶴）

37．コムラサキAi）aturtlmetisFreyer

尾平～尾平越；（黒色型目撃，13．Ⅶ，吉鶴）

尾平；（黒色型1♂，14．Ⅶ，吉鶴）（目撃，14．Ⅶ，吉鶴）

尾平～土岩；（黒色型1♂，19．Ⅶ，吉鶴）

38．オオムラサキSasakiacharoTldaHewitson

土岩′、上畑；（1♀，1g．Ⅶ，吉鶴）

Ⅶジャノメチョウ科Satyridae

39．ヒメキマダラヒカゲHaγimacallif）teγisButler

山頂；（1♂，15．Ⅶ，吉鶴）（1♂2♀♀，16．Ⅶ，吉鶴）

40．クロヒカゲLethedianaButler

山頂；（1♂，15．Ⅶ，吉鶴）（2♂♂3♀♀，16．Ⅶ，吉鶴）

41．サトキマダラヒカゲNeo如goschkeuitschiiMenetries

山頂；（5♂♂，16．Ⅶ，書簡）

42．クロコノマチョウMela72itisf）7uzdi7mCramer

尾平（目撃，14．Ⅶ，書鶴）（目撃，18．Ⅶ，吉鶴）

Ⅷセセリチョウ科Hesperiidae

43．ダイミョウセセリ伽摺0加納ツSMen芭tries

尾平～土岩；（1♂2♀♀，19．Ⅶ，吉鶴）

44．コチャバネセセリ71ろoressauarlbMurray

尾平～尾平越；（1♂2♀♀，13．Ⅶ，吉鶴）

尾平～土岩；（1♀，1g．Ⅶ，吉鶴）
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45．へリグロチャバネセセリThy7Welicwsyluatic比SBremer

尾平～尾平越；（3♂♂，13．Ⅶ，吉鶴）

尾平；（1♂，18．Ⅶ，吉鶴）

尾平～土岩；（目撃，19．Ⅶ，吉鶴）

土岩～上畑；（目撃，19．Ⅶ，吉鶴）

46．キマダラセセリ伽由乃娩払SJαぴ〟珊油Jrray

尾平～尾平越；（2exs．，13．Ⅶ，吉鶴）

尾平；（2exs，，18．Ⅶ，吉鶴）

尾平～土岩；（1ex．19．Ⅶ，吉鶴）（目撃，19．Ⅶ，吉鶴）

47．ホソバセセリIsoteinonlamf）rOSj）ilusC．＆R．Felder

尾平～土岩；（1ex．，19．Ⅶ，吉鶴）

土岩～上畑；（2exs．，1g．Ⅶ，吉鶴）

48．チャバネセセリ1b10Pidas7mth‘asFabricius

尾平～土岩；（1♀，19．Ⅶ，吉鶴）

49．イチモンジセセリ鞄γnaraguttataBremer＆Grey

尾平～尾平越；，（1♀，13．Ⅶ，吉鶴）

尾平；（1♂1♀，18．Ⅶ，吉鶴）

尾平～土岩；（目撃，19．Ⅶ，吉鶴）

鞘　廻　目　COLEOPTERA

Iハンミョウ科Cicindelidae

l．ニワハンミョウCicindelajaPanaMotschulsky

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）

2．ハンミョウCicindelachiTlenSisjaPonicaThunberg

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）

‖オサムシ科Carabidae

3．オオオサムシCarabwdehaaniiChaudoir

山頂；（3exs．，16．Ⅶ）

4．ガロアミズギワゴミムシ

尾平；（1ex．，12．Ⅶ）

5．ムラサキオオゴミムシ

尾平；（lex．，13．Ⅶ）

6．ベーツヒラタゴミムシ

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）

7．ゴミムシA加地d〆以S

尾平；（1ex．，12．Ⅶ）

8．ハネグロツヤゴモクムシ

山頂；（1ex．，15．Ⅶ）

戯罰めidion gall0isi Netolitzky

（1exり13．Ⅶ）

Trigonognatha coreana（Tschitsch（至rine）

助めけ雅S＋加加血‘Harold

Signatw（Panzer）

Trichotichnus Iwidw（Morawitz）

－7－
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9．ホシバネビロアトキリゴミムシ上β毎α（刀ルcoがわれZkhmidL馳1

尾平；（lex．，18．Ⅶ）

T”ゲンゴロウ科Dytiscidae

lO．ヒメゲンゴロウRhantusPuluerosw（Stephens）

尾平；（4exs．，13．Ⅶ）（lex．，18．Ⅶ）

11．シマゲンゴロウHydaticusbowingiClark

尾平；（2exs．，18．Ⅶ）

12．コシマゲンゴロウ〟γd虎icαSgl′α摺癖Cぴ（brmar）

尾平；（2exs．，12．Ⅶ）（1ex．，13．Ⅶ）

Ⅳガムシ科Hydrophilidae

13．ヒメガムシSterno10PhusγufiPes（Fabricius）

尾平；（1ex．，12．Ⅶ）

Vシデムシ科Silphidae

14．オオモモブトシデムシNecrodesasiaticwPortevin

尾平；（1♂，12．Ⅶ）

15．チョウセンベッコウヒラタシデムシEusilPhabico10r（Fairmaire）

尾平；（2exs．，13．Ⅶ）

Ⅵクワガタムシ科Lucanidae

l6．ミヤマクワガタLucanusnTaCulifemoratusMotschulsky

尾平；（4♂♂4♀♀，12．Ⅶ）

17．ノコギリクワガタPγ0g0如OfJusf乃CJf柁血路（Motschulsky）

尾平；（1♂2♀♀，12．Ⅶ）

18．ヒメオオクワガタ〃ゆ0乃OdoγCぴS乃0乃かびαgぴS（bwis）

山頂；（1♂，14．Ⅶ）

19．アカアシクワガタNii）PonodorcusγubrofemoratzLS（SnellenvanVollenhoven）

尾平；（3♂♂3♀♀，12．Ⅶ）

20．コクワガタMacγOdorcasrectw（Motschulsky）

尾平；（1♂，12．Ⅶ）

上畑；（1♂，19．Ⅶ）

21．スジクワガタMacrodoγCaSStriatiPenTlisMotschulsky

尾平；（1♀，13．Ⅶ）

Ⅶクロツヤムシ科Passalidae

22．ツノクロツヤムシCγわ．乃dγ0α融αざ如わけS（Lewis）

山頂；（多数，14．Ⅶ）

Ⅷコガネムシ科Scarabaeidae

23．コプマルエンマコガネOnthoPhagzLSatriPennisWaterhouse

尾平；（1♂，13．Ⅶ）

24．ウスイロマグソコガネAPhodiussublimbatw（Motschulsky）

尾平；（2exs．，18．Ⅶ）

25．セスジカクマグソコガネRhyj）aruSaZumiNakane

尾乎；（1ex．，13．Ⅶ）
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26．コフキコガネMe10107lthajaonicaBurmeister

尾平；（1♀，13．Ⅶ）

27．ヒゲナガクロコガネHexataeniwi）γOte71SisFairmaire

尾平；（1♂，12．Ⅶ）（1♀，13．Ⅶ）

28．ナガチャコガネHePtoPhyllat・iceaMotschulsky

尾平；（1ex‥12．Ⅶ）

29．ラインアシナガコガネHof）liareineHeyden

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）

30．クロアシナガコガネHo♪lia7WOerenSⅥbterhouse

山頂；（1ex．，15．Ⅶ）（6exs．，16．Ⅶ）

31．ビロウドコガネMaladerajaPonica（Motschulsky）

尾平；（1ex．，19．Ⅶ）

32．アカビロウドコガネMaladeγaCaStanea（Arrow）

尾平；（1ex．，12．Ⅶ）

33．トゲジビロウドコガネSeγ7Cαわお力’’（Nomura）

尾平；（1ex．，12．Ⅶ）（1ex．，13．Ⅶ）

34．コイチャコガネAdoretustenui7mlatusWaterhouse

尾平；（lex．，13．Ⅶ）

35．マメコガネPo♪illiajaわnicaNewmann

山頂；（2exs．，16．Ⅶ）

36．アオウスチャコガネタカッgJo卸元／追加奴用血由Arrow

山頂；（1ex．，15．Ⅶ）

37．セマダラコガネBlitoPerthaorientalis（Waterhouse）

山頂；（1ex．，15．Ⅶ）

38．ドゥガネブイブイ肋0珊αJαC坤柁αHope

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）（1ex．，18．Ⅶ）

39．ツヤコガネAno7WalalzLCenSBallion

尾平；（2exs．，13．Ⅶ）

40．キュウシュウスジコガネAnomalatriangulaγiskyushuensisNomura

尾乎；（1ex．，18．Ⅶ）

41．オオヒラタハナムグリC／∽rfと0〃dg弘SJ〟帯05むぷ（bwis）

奥岳；（1♀，19．Ⅶ）

42．アオアシナガハナムグリG710γimussubo如Motschulsky

山頂；（lex．，16．Ⅶ）

43．ヒメトラハナムグリrr’CゐαSぷ〟cc乃d以ぷ（Pallas）

上火田；（2exs．，19．Ⅶ）

44．アオハナムグリEucetoniaγOel0fsi（Harold）

奥岳；（1♂，19．Ⅶ）

45．カブトムシAl10myγi7ladichob2m（Linne）

尾平；（1♂1♀，12．Ⅶ）

46．SerオCαSP．

尾平；（lex．，13．Ⅶ）－9－



47．SerfcαSP．

山頂；（1ex．，16．Ⅶ）

JXナガハナノミ科Ptilodactylidae

48．ユダヒゲナガハナノミEPilichasflabellatlLS（Kiesenwetter）

山頂；（2exs．，16．Ⅶ）

Ⅹタマムシ科Buprestidae

49．キュウシュウクロホシタマムシOualisiatonkiTZea（Kerremans）

尾平；（lex．，18．Ⅶ）

50．ヒメヒラタタマムシAnthaxiaf）rOteuSE．Saunders

尾平；（2exs．，13．Ⅶ）

51．月戒九㍑ね．sp．

山頂；（lex．，16．Ⅶ）

52．rrαC和暦Sp．

尾平；（3exs．，13．Ⅶ）

XTコメッキムシ科Elateridae

53．サビキコリAgry♪nusbinodulus（Motschulsky）

尾平；（2exs．，18．Ⅶ）

54．ヒメサビキコリ也rJゆ乃払SSCれつ！α（Candeze）

尾平～上畑；（1ex．，1g．Ⅶ）

55．オオツヤバグコメッキ5血刀αgO虎鵬．∽癖m狛ね（Lewis）

尾平；（3exs．，12．Ⅶ）

56．ヒメシモブリコメッキActenicerusoγie7dalis（Candeze）

山頂；（1ex．，15．Ⅶ）（1ex．，16．Ⅶ）

57．ヒメキマダラコメッキGb2WPenthessimilis（Lewis）

山頂；（1ex．，16．Ⅶ）

Ⅹllベニボタル科Lycidae

58．クシヒゲベこボタルMacrolycZLSflaおIlat2LS（Motschulsky）

山頂；（1♂，16．Ⅶ）

XlIlジョウカイボン科Cantharidae

59．ソポムラサキジョウカイThe7WuSSObostmusM．Sat6etIshida

山頂；（2exs．，16．Ⅶ）

XⅣカッコ．ウムシ科Cleridae

60．イガラシカッコウムシrfJJαS夜伽傑血行］駈no

尾平；（lex‥13．Ⅶ）

61．ムナグロナガカッコウムシ0かわ乃わわ乃’CはSkwis

尾平；（1ex．，18．Ⅶ）

62．キムネッツカッコウムシre腱γαざ徽飢面m兢’ぷ］kwis

尾平；（1ex．，18．Ⅶ）

XVケシキスイ科Nitidulidae

63．ヨツボシケシキスイも2－わγOdorJα♪0乃fcはS（Motschul軸）

尾平；（1ex．，12．Ⅶ）
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ⅩⅥホソヒラタムシ科SIvanidae

64．クロオビセマルヒラタムシPsamctLSfasciatLLSReitter

上畑；（3exs．，19．Ⅶ）

ⅩⅦコメッキモドキ科Languriidae

65．キムネヒメコメッキモドキAnadastwatricePs（Crotch）

山頂；（1ex．，16．Ⅶ）

ⅩⅧオオキノコムシ科Erotylidae

66．ミヤマオビオオキノコ且かぷCα♪短go〃血痕kwis

尾平；（1ex．，18．Ⅶ）

ⅩⅨテントウムシグマシ科Endomychidae

67．キボシテントウダマシMycetinaa7mb’lisGorham

山頂；（1ex．，16．Ⅶ）

XXテントウムシ科Coccinellidae

68．アカホシテントウCわ7／oco7ugγ〟毎d視SHope

山頂；（lex．，15．Ⅶ）

69．ナナホシテントウCbccf乃egJαSe紐帯如乃dαねLin鵬

山頂；（2exs．，16．Ⅶ）

70．ウンモンテントウA乃αと’S短0乃Skwis

山頂；（1ex．，15．Ⅶ）

71．ヒメカメノコテントウProf）yleajaonica（Thunkrg）

山頂；（1ex．，16．Ⅶ）

72．ナミテントウ〟αγ摺0乃ねαズγrfdfS（Pallas）

尾平；（2exs．，13．Ⅶ）（1ex．，18．Ⅶ）

ⅩⅩIゴミムシグマシ科Tenebrionidae

73．モンヰゴミムシグマシβ’α如rSねびSfBates

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）

74．ナガニジゴミムシグマシCeγOPriainduta（Wiedemann）

尾平～上畑；（1ex．，19．Ⅶ）

75．クロホシテントウゴミムシグマシ伽γたかα撒盟Cd如乃乃ぶ（胞rseul）

尾平；（2exs．，12．Ⅶ）

76．マルヒサゴゴミムシグマシMisola7Wf）idiZLS7WOlbPsis（Marseul）

山頂；（1ex．，16．Ⅶ）

77．コマルキマワリgJオズ0bC〟γぴα（hbrseul）

尾平；（1ex，18．Ⅶ）

78．キュウシュウキマワリPlesiof）htfuZhwusnigrocya77eZLSaeneWMotsdhulsky

尾平；（3exs．，13．Ⅶ）

ⅩⅩIIハムシグマシ科Lagriidae

7g．スジコガラシハムシグマシ〟gおγ0由れⅢSCαγf乃びJαMarseul

尾平；（2exs．，19．Ⅶ）

80．ヒゲブトハムシグマシLuf）rO如Orientalis（Motschulsky）

尾平；（3exs．，12．Ⅶ）（3exs．，13．Ⅶ）
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81．アオハムシグマシArthro7mCrauiridissl’maLewis

山頂；（2exs．，16．Ⅶ）

ⅩXⅢクチキムシ科Alleculidae

82．クチキムシAJ飽C〟α珊eα乃αγαMaklin

尾平；（1ex．，18．Ⅶ）

83．ホソアカクチキムシ月／Jec〟αお乃〟’gMarseul

尾平；（1ex．，13．Ⅷ）

84．クリイロクチキムシβ0γ反）γだ正加SαCfc。αγiS（Marseul）

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）

85．フナガタクチキムシ1ぶ0癖γαOCαJdα（胞rseul）

尾平；（1ex．，12．Ⅶ）（1ex．，13．Ⅶ）

86．キイロクチキムシCteniof）inushy如）Crita（Marseul）

山頂；（1ex．，16．Ⅶ）

ⅩⅩⅣアカバネムシ科Pyrochroidae

87．クロアカバネムシ伽udoi）yγOChroaej）iscot）alis（Lewis）

山頂；（lex．，16．Ⅶ）

XXVカミキリモドキ科Oedemeridae

88．アオカミキリモドキ肋乃亡血）C力γ0（2批Zおγ力OⅡS彿Harold

尾平；（1ex．，12．Ⅶ）

89．カトウカミキリモドキズα虎／沿Cわγ0α如bfK6no

尾平；（1ex．，18．Ⅶ）

90．シリナガカミキリモドキJk7癒加九㌢0αCα励α］駈no

尾平；（3exs．，12．Ⅶ）（1ex．，13．Ⅶ）

91．キイロカミキリモドキXant短hr0αhilleriHarold

尾平；（1ex．，12．Ⅶ）（1ex．，13．Ⅶ）

92．キバネカミキリモドキ肋虎乃ocカγ0α∽短軸e乃乃ぶ胞rseul

尾平；（5exs．，12．Ⅶ）

93．オオサワカミキリモドキ舶感触ゐγαZC股乱由．Nakane

尾平；（2exs．，12．Ⅶ）

94．マダラカミキリモドキ07CO謂ere／α〃e乃0ぷα（bwis）

尾平；（lex．，12．Ⅶ）（lex．，18．Ⅶ）

山頂；（3exs．，16．Ⅶ）

95．キアシカミキリモドキOeCね摺er0m’α謂α乃1’Cぬ（kwis）

山頂；（2♂♂2♀♀，16．Ⅶ）

ⅩⅩⅥツチハンミョウ科兢eloidae

96．ツマグロキゲンセイZo721‘とテぶの亡短γ乃ぬMarseul

尾平；（1ex．，19．Ⅶ）

XXⅦアリモドキ科Anthicidae

g7．クロケナガクビボソムシNeosteγeOPaljwoitae72SisNakane

尾平；（lex．，18．Ⅶ）
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ⅩⅩⅧこセクビボソムシ科Aderidae

98．アシマガリニセクビボソムシbudol0telusdisbrtzLS（Champion）

尾平；（1♂，18．Ⅶ）

XXⅨカミキリムシ科Cerambycidae

9g．ホソカミキリβ’ぷお乃αg′αCがぶ（Blessig）

尾平；（2exs．，18．Ⅶ）

100．ノコギリカミキリPrioTWinsularisMotschulsky

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）

101．コバネカミキリ凸顧血感知；7例鶴田′Harold

倉園；（1ex．，12．Ⅶ）

尾平；（2exs．，19．Ⅶ）

102．ツシマムナクボカミキリCeP7ullallzLSunicolDγGahan

尾平；（2exs．，19．Ⅶ）

103．クロカミキリ郎柳め存Sみ妙化地雨おLinne

尾平；（1ex．，12．Ⅶ）（1ex．，13．Ⅶ）（2exs．，18．Ⅶ）（1ex．，19．Ⅶ）

104．キュウシュウヒメハナカミキリPidoniakyushueTZSisYamawaki

山頂；（3exs．，16．Ⅶ）

105．こセヨコモンヒメカミキリPidoniasimilli7mOhbayaghietHayashi

山頂；（1ex．，16．Ⅶ）

106．フタオビノミハナカミキリP崗0乃’α如Zわf（hl波y）

山頂；（lex．，16．Ⅶ）

107．ツヤケシバナカミキリA乃α虎γα乃g（ZJねgCObぬ（ぬtes）

山頂；（1ex．，16．Ⅶ）

108．ヨツスジバナカミキリ上β庫びrαOCろγ故：eO伽fぬMotschulsky

尾平；（2exs．，13．Ⅶ）（3exs．，19．Ⅶ）

山頂；（lex．，16．Ⅶ）

奥岳；（1ex．，19．Ⅶ）

109．アオバホソハナカミキリ党rα乃gα0甥0γがおお乃〟ぶ（hl廠y）

山頂；（らexs．，16．Ⅶ）

110．タテジマハナカミキリStrangaliellashikokensis（胞tsushita）

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）

111．トゲヒゲヒメカミキリ勅融加γび短花SPic

尾平；（4exs．，12．Ⅶ）（2ex．，19．Ⅶ）

112．ヨツボシカミキリ5おの官rf乃〟摺g〟αdrg乃0わとα摺Bates

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）（1ex．，19．Ⅶ）

113．ヨコヤマヒメカミキリCeγどぶf珊カoJo物蝕がBates

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）

114．ルリボシカミキリ触αJgα加ZおぷgHarold

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）（6exs．，18．Ⅶ）

115．ウスイロトラカミキリgyわreC触SCU乃e如mfs（Kraatz）

上畑；（1ex．，19．Ⅶ）
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＼

116．キスジトラカミキリCッ元OCJ〆払SC（砂γOi（おSBates

尾平；（5exs．，13．Ⅶ）（1ex．，19．Ⅶ）

117．エグリトラカミキリCh10γ0♪hoγlLSjalわnicus（Chevrolat）

尾平；（4exs．，13．Ⅶ）（3exs．，18．Ⅶ）

山頂；（1ex．，16．Ⅶ）

尾平～上畑；（4exs．，19．Ⅶ）

118．フタオビミドリトラカミキリCカJo和知r払ゞ刀mぴ（Bates）

尾平；（lex．，13．Ⅶ）（1ex．，18．Ⅶ）

119．ホソトラカミキリ肋♪地帯α芳e乃fSCαBates

尾平；（lex．，13．Ⅶ）

120．キイロトラカミキリGrammogγaf）hus乃Otabilis（Pascoe）

尾平；（1ex．，12．Ⅶ）（3exs．，18．Ⅶ）

121．トゲヒゲトラカミキリβe珊0乃αガとァα花成gSBates

尾平；（2exs．，13．Ⅶ）

122．ベニカミキリPuγPuγicenLLSte7minckii（Guerin－Meneville）

山頂；（2exs．，16．Ⅶ）

123．ナガゴマフカミキリMesosalongiPe7misBates

尾平；（5exs．，13．Ⅶ）

124．キクスイモドキカミキリノ短碗γ血γ〟否如SBates

山頂；（1ex．，16．Ⅶ）

125．ハスオビヒゲナガカミキリCge虎0触甜摺αCdαと比S（Bates）

尾平；（lex．，19．Ⅶ）

126．トガリシロオピサビカミキリPおγ00的αCα感dbBates

尾平；（1ex．，18．Ⅶ）（3exs．，19．Ⅶ）

127．アトジロサビカミキリ用eγ0わ」的fαZO撒血（Bates）

尾平；（1ex．，12．Ⅶ）（2exs．，13．Ⅶ）（2exs．，18．Ⅶ）（lex．，19．Ⅶ）

128．ヒメコブヤハズカミキリ鋤γeC虚ろ虎虎usg蕗おγ（Bates）

山頂；（1ex．，16．Ⅶ）

129．イタヤカミキリ舵Cツ乃ブ♪如妙COr乃fぷBates

尾平；（1ex．，19．Ⅶ）

130．ゴマダラカミキリA乃0♪Jo♪／泊γα珊αJdgg功刀（Thomson）

尾平；（1ex．，12．Ⅶ）（1ex‥13．Ⅶ）

131．ヤハズカミキリ〝確C／沼か徹ZC扉αbThom双）n

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）

上畑；（1ex．，19．Ⅶ）

132．ヒメヒゲナガカミキリ此）乃OC／氾彷〟SS祝好αSCd㍑SBates

尾平；（lex．，19．Ⅶ）

133．ビロウドカミキリA：α仏壇勉：否Ⅶ血か海（Bates）

尾平；（1ex．，12．Ⅶ）（1ex．，13．Ⅶ）

134．ニセビロウドカミキリ月αJoね廊α．昭海檻お（Bates）

尾平；（1ex・・12・Ⅶ）（lex・．・13・．Ⅶ）
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135．シロスジカミキリBatoceralineolataChevrolat

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）

136．オオシロカミキリOleneca7WPtuscretacewBates

尾平；（1ex．，12．Ⅶ）（1ex．，13．Ⅷ）（2exs．，18．Ⅶ）（lex．，19．Ⅶ）

137．セミスジコブヒゲカミキリ肋do♪2加ねびぷ‘’（Bates）

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）（1ex．，18．Ⅶ）

138．トゲバカミキリgr邦別腰犯25嘲研功元zBates

尾平；（1ex．，12．Ⅶ）

139．ガロアケシカミキリE芳OCentrはSgall0isiMatsushita

尾平；（1ex．，18．Ⅶ）

140．アトモンマルケシカミキリβ芳OCe7度γ払SJ2’乃eαとαSBates

尾平；（1ex．，18．Ⅶ）

141．シうオビゴマフケシカミキリ飢α閉れ臆．跡地血血sBates

尾平；（1ex．，18．Ⅶ）（1ex．，19．Ⅶ）

142．ミヤマケシカミキリExoce72tγuS7WO72tilineatusKusamaetOda

尾平；（1ex．，13．Ⅵl）

143．ハンノキカミキリCagosi7WaSa71guinolentaThomson

山頂；（1ex．，16．Ⅶ）

144．バンノオオルリカミキリβ血とγ扉血2（勇γ邦αγgγreαBates

上畑；（1ex．，19．Ⅶ）

145．ヤツメカミキリ方正erαが沼OCeOαBates

尾平；（2exs．，18．Ⅶ）（1ex．，19．ⅥI）

146．ラミーカミキリParagleneafortuneiSaunders

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）（1ex．，18．Ⅶ）（3exs．，19．Ⅶ）

奥岳；（1ex．，19．Ⅶ）

147・シラホシカミキリGlenearelictaPascoe

上畑；（1ex．，19．Ⅶ）

148．ホソキリンゴカミキリObeγeainfranigresceTlSBreuning

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）

149．ニセリンゴカミキリ0おreα雅た正αBates

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）

150．ヨツキボシカミキリβかgJe乃eαCO摺eSBates

尾平；（1ex．，18．Ⅶ）

XXXハムシ科Chrysomelidae

151．ホソクビナガハムシ上かoceγ’ぷ如γぴGOJわ’ぶ（Baly）

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）

152．ルリクビボソハムシIβ帯αCiγggCOJαC旭j6

山頂；（1ex．，16．Ⅶ）

153．ルリツツハムシCryPtocef）halusaeneoblitusTakizawa

山頂；（1ex．，16．Ⅶ）

154．クロボシツツハムシCrツ♪bαが旭はSぶfg撒虎ce如Baly

山頂；（1ex．，16．Ⅶ）－15－



155．アオバネサルハムシLksilePtafuluiPes（Motschulsky）

山頂；（1ex．，17．Ⅶ）

156．ドロノキハムシC／－γ脚0摺eね：≠明地〟Linn（∋

山頂；（3exs．，16．Ⅶ）

157．ヤナギハムシCわγツ50珊eαが夜感知乃虎αね（決0揮）li）

山頂；（4exs．，16．Ⅶ）

158．ルリヒラタヒメハムシCα0珊ねγ祝S乃両肌S（Weise）

山頂；（1ex．，15．Ⅶ）

159．ウリハムシモドキAtγaChya7nenetγiesi（Faldermann）

山頂；（4exs．，16．Ⅶ）

160．イタドリハムシGallerucidabifasciahMotschulsky

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）

161．ヨモギトビハムシLongitarsussuccirleZLS（Foudras）

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）

162．ルリマルノミハムシ〃072α柁カγαC卸間飢膠Baly

尾乎′－上畑；（1ex．，19．Ⅶ）

163．コマルノミハムシNonaγl；hratibialeJacoby

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）（1ex．，19．Ⅶ）

XXXrヒゲナガゾウムシ科Anthribidae

l64．ウスモンツツヒゲナガゾウムシOzo加γびわ♪0乃fc払SShrp

尾平；（2exs．，18．Ⅶ）

165．セマルヒゲナガゾウムシPろoeoかびg‘比椙払SRoelofs

尾平；（1ex．，12．Ⅶ）

166．オビモンヒゲナガゾウムシ〃aSぶわ血〟ぷγ錦α乃血S（ゐdan）

尾平～上畑；（1ex．，19．Ⅶ）

ⅩⅩⅩHオトシブミ科Attelabidae

l67．チャイロチョッキリ月deγ0′力乃αSCrOCer0葎eぶRc紀lofs

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）（1ex．，19．Ⅶ）

168．ヒメコブオトシブミ．〃即脇物わ鹿γ㍑S卸がe7ばVoss

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）

169．オトシブミApodeγ祉S元如gfiRoelofs

尾平；（1♀，13．Ⅶ）

山頂；（1♂1♀，16．Ⅶ）

170．ウスモンオトシブミAp0（おγび玩離料地瓜．Roelofs

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）

奥岳；（1ex．，19．Ⅶ）

171．り曳アカオトシブミ伽0虎γがγαかdぴMotschulsb

山頂；（1ex．，16．Ⅶ）

172．ヒメクロオトシブミAt・OdeγuSerythrogasterVollenhoven

尾平；（1ex．，19．Ⅶ）

173．ヒゲナガオトシブミ鋤γαとγdC加0助0γ如わ乃g’GOγ撒恵（Roelofs）

山頂；（1♀，16．Ⅶ）一16－



174．リュイスアシナガオトシブミ〟e乃た0α玩びねびぶ存（Sharp）

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）

奥岳；（1ex．，19．Ⅶ）

ⅩXXIIlミツギリゾウムシ科Brentidae

175．ミツギリゾウムシ励アクアカツ乃Cわび♪C願rrRoelofs

尾平～上畑；（2♂♂2♀♀，19．Ⅶ）

奥岳；（1♂1♀，19．Ⅶ）

XXⅩⅣゾウムシ科Curculionidae

176．リンゴコフキゾウムシ即がわ誠瓜．肝振短SRoelofs

山頂；（lex．，15．Ⅶ）（3exs．，16．Ⅶ）

177．キュウシュウヒゲボソゾウムシPわ・わ毎uSγ0ね乃dgcoJgデSRoelofs

尾平；（2exs．，12．Ⅵl）

山頂；（4exs．，15．Ⅶ）

178．アオヒゲナガゾウムシガα摺〆わαγぴgγ庇わぶ視SSharp

尾平；（2exs．，18．Ⅶ）

17g．シロコブゾウムシEPisomusturγitus（Gyllenhal）

尾平；（1ex．，18．Ⅶ）

180．オビモンヒョウタンゾウムシ励αガムzSCね血搭’Roelofs

山頂；（1ex．，16．Ⅷ）

181．オジロアシナガゾウムシ触感cfCわdegとγifz’血g（Pascoe）

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）

182．ガロアアナアキゾウムシβ脚和ぎgα／わねfK6no

山頂；（1ex．，16．Ⅶ）

183．ワシバナヒメキクイゾウムシ助／oeoがおgoぷ0帯αCUr〃’γ0度reWollaston

尾平；（1ex．，13．Ⅶ）

XXXVオサゾウムシ科Rhynchophoridae

184．オオゾウムシSiPalinusgigas（Fabricius）

尾平；（2exs．，12．Ⅶ）（2exs．，13．Ⅶ）（1ex．，18．Ⅶ）

山頂；（1ex．，16．Ⅶ）

なお，鞘週目においては，柳田・裏戸・吉鶴・古川が採集したものである。

参考文献

上野俊一・他（1984～1985）原色日本甲虫図鑑（lI）～（Ⅳ）．保育社．

川副昭人・若林守男（1982）原色日本蝶類図鑑．保育社．
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トカラ列島昆虫採集報告（1987年夏期合宿）

古川陽二郎編

1987年度夏期合宿は，トカラ列島の中之島と諏訪之瀬島で行なわれた。期間は1987年7月17

日（鹿児島発）～7月27日（鹿児島着）で，18日～22日は中之島，23日～26日は諏訪之瀬島に

在島して活動した。

両島を簡単に説明すると，中之島はトカラ列島の北部に位置し，列島中最大の島である。島

の南東部には原生林が存在し，小さい島ながらも生物相は比較的豊かである。一方，諏訪之瀬

島には活火山があり，桜島の如く噴火を続けている。このため，同島は乾燥した土地が広がり，

ササを主とする貧弱な植物相となっており，動物相もこの影響を受けて貧弱である。
生研の合宿での採集は，機動力に欠けるが徒歩が中心である。バスもタクシーも無いこの小

さな島では当然のことだったが，いくら小さな島だからといっても馬鹿にはできない。地図上

では短く思える道のりも，南国の強い陽射しが僕らに疲労を与え，果てしなく続く道のりにな

る。しかし，それを乗り越えて採集を続けることが快感でもある。合宿参加者は皆この快感を

感じとっていたことであろう。本当にみんなよく頑張ったと思う。
今回の合宿で大きな成果が一つあった。諏訪之瀬島でトカラ列島新記録のユンマムシ2種を

採集できたことである。1種はヒメツヤエンマムシ，もう1種はツヤマルエンマムシである。

なお，この2種は本会OBの北海道大学大学院生の大原昌宏氏に同定していただいた。厚く御

礼申し上げます。

以下に上記2種を含めた夏期合宿の成果を報告します。

〔古川〕

鱗　廻　目　LEPIDOPTERA

［アゲハチョウ料Papilionidae

l．アオスジアゲハGraPhiu7WSaγPedo71Linnaeus

楠木；（目撃，18．Ⅶ，中峯）

2．モンキアゲハ鞄PiliohelenusLinnaeus

楠木；（目撃，18．Ⅶ，中峯）

3．カラスアゲハPai）iliobia7ZOrCramer

楠木；（1♂1♀，19．Ⅶ，中峯）

lIシジミチョウ科Lycaenidae

4．アマミウラナミシジミ〃α∽め血2ノ短γαぴαMoore

楠木；（目撃，18．Ⅵ1，中峯）

5．ヤマトシジミ飴eudozizeeγia7mZu20kinawa7協Matsumura

楠木；（2♂♂3♀♀，18．Ⅶ，古川）（1ex．，18．ⅥI，中峯）
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llIマダラチョウ科Danidae

6．カバマダラAnosiachrysif）PusLinnaeus

楠木；（1ex．，21．Ⅶ，中峯）

7．リュウキュウアサギマダラIdeoPsis（Radena）similisLinnaeus

楠木；（目撃，18．Ⅶ，中峯）

Ⅳタテハチョウ科Nymphalidae

8．ツマグロヒョウモンAγgyγeLLShy如γbi視SLinnaeus

高尾；（1♀，18．Ⅶ，古川）

9．アオタテハモドキPγeCiusoγithyaLinnaeus

高尾；（1♀，18．Ⅶ，古川）

10．メスアカムラサキHy♪oll’nmasmisiPPusLinnaeus

高尾；（1♂，中峯）

Vセセリチョウ科Hesperiidae

ll．クロセセリNotocryf）taCuruifasciaC．＆R．Felder

楠木；（1♀，19．Ⅶ，中峯）

以上，蝶類の記録はすべて中之島のものである。学名，種の配列は川副・若林（1976）に従

った。

〔中峯〕

鞘　週　目　COLEOPTERA

中之島（1987年7月18日～22日）

lハンミョウ科Cicindelidae

l．コハンミョウCicindelasPecularisChaudoir

高尾～底なし池；（2♂♂1♀，中峯）

‖オサムシ科Carabidae

2．イツホシマメゴモクムシStenoloPhusquinquePustulatLLS（Wiedemann）

里村；（1ex．，祝）

3．アトボシアオゴミムシC／加e乃弘乃α紗geγMorawitz

里村；（1ex．，祝）

4．C毎αe乃g弘SSP．

里村；（1ex．，中峯）
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5．アマミクロへソアトキリゴミムシ鋤re乃αα帯α癖α〕肋細別びね・Habu

楠木；（1ex．，中峯）

里村；（1ex．，祝）

lHゲンゴロウ科Dytiscidae

6．ヒメゲンゴロウRha71tuSPuluerosw（Stephens）

楠木；（lex．，古川）

Ⅳシデムシ科Silphidae

7．オオモモプトシテムシNecrodesasiaticusPortevin

里村こ（1♀，中峯）

Vクワガタムシ科Lucanidae

8．ルイスツノヒョウタンクワガタ〃fg廿はSねびgZ一敗）ileau

楠木；（1ex．，古川）

里村；（2exsり中峯）

高尾；（7exs．，中峯）

9．トカラノコギリクワガタPγOSO如Oilusdissi2m’liselegans（Inahara）

楠木；（1♀，古川）

里村；（1♂1♀，中峯）（2♀♀，祝）

高尾；（1♂，裏戸）

10．コクワガタMacγOdorcasγeCtuS（Motschulsky）

御岳；（1♀，中峯）

里村；（1♂1♀，古川）

11．ネブトクワガタAeguslaeuicollisE．Saunders

－；（1♀，祝）

Ⅵコガネムシ科Scarabaeidae

12．ダルマコガネPαγα助〆〟Sde戒げγ0花S（Lewis）

楠木；（3exs．，中峯）

13．カドマルエンマコガネOnthof｝haguslenziiHarold

一一一；（5exs．，祝）

14ト劫兢α桁瓜．SP．

楠木；（1ex．，古川）

里村；（1ex．，中峯）

－；（2exs‥祝）

15．月♪ogo乃αSP．

里村；（1ex．，中峯）（2exs‥祝）

17．ヒメビロウドコガネ〟α1αC級m‥C椚初癖がね（Motschulsky）

里村；（1ex．，中峯）

18．トカラビロウドコガネMaladerasatoiNakane

楠木；（1ex．，古川）

19．プチトリア’ソバコガネPhaeochrouse彷argiTlatuSCastelnau

里村；（2exs．，中峯）

－20－



20．ヒメフチトリアツバコガネP血詑OCカγ仇鱈，ぬねγd昭7ばね．Nomura

楠木；（1ex．，古川）

里村；（3exs．，中峯）

21．コセスジカクマグソコガネ尺れツ如γUSαm帯1α乃ⅡSNakane

－；（1ex．，祝）

22．アオドゥガネ勿0珊α／αdJ反）かJogαHope

楠木；（2exs．，中峯）

里村～高尾；（1ex．，中峯）

一一一；（1ex．，祝）

23．月乃0帯αJαSP．

里村；（1ex．，中峯）

24．オオシマアオハナムグリPr0由e£fαeズαS如rdα乃α如耽INakane

楠木；（7exs．，中峯）

里村～高尾；（1ex．，中峯）

－；（2exs．，祝）

Ⅶタマムシ科Buprestidae

25．サツマウバクマムシC短J∝画わγαγ∽開脚Ⅶ：7玖短椚彿Y．Kurosawa

楠木；（1ex．，中峯）

26．アマミヒメヒラタタマムシAnuthaxiaarakiiY．Kurosawa

楠木；（1ex．，中峯）

27．ムネアカチビナカボソタマムシNalandarutilicollis（Obenberger）

楠木；（2exs．，中峯）

Ⅷコメ、ソキムシ科Elateridae

28．サビキコリAgryPnLLgbinodulzLS（Motschulsky）

－；（1ex．，祝）

29．ムナビロサビキコリAgrツ♪乃αSCOタがた0〝ね（Cande記）

楠木；（1ex．，中峯）

30．ハマベヒメサビキコリAgryt・7W7Hiytl帯OtOi（NakaneetKishii）

－；（2exs．，祝）

31．アカアシオオクシコメッキ〟eJα乃0払Sα加Candeze

－；（1ex．，祝）

Ⅸホタル料Lampyridae

32．キイロスジボタルC乙‘γと0gCO虎1°如乃乃オぷ（Gorham）

楠木；（1ex．，中峯）

里村；（lex．，中峯）

Ⅹナガシンクイムシ科Bostrychidae

33．オオナガシンクイHeおγObostrychusha7mtiPennis（Lesne）

里村；（1exり中峯）（1ex．，古川）

一一一一；（3exs．，祝）

ⅩIカッコウムシ科Cleridae

34．キオビナガカッコウムシ0〆わC（γ花成αgkwis

楠木；（1ex．，中峯）－21－



35．トカラグンダラカッコウムシSがg微虎‘〟摺fg（がNakane

楠木；（5exs．，中峯）

Ⅹ11オオキノコムシ科Erotylidae

36．ヒメオビオオキノコEPisca♪hafortuneiCrotch

里村；（1ex．，中峯）

XlIlテントウムシ科Coccinellidae

37．クリサキテントウHaγ7nOniayedoeTlSis（Takizawa）

里村；（1ex．，中峯）

38．オオフタホシテントウ舷閻繭：加働勿れ血（Swartz）

里村；（1ex．，中峯）

39．ニジュウヤホシテントウEPilachnauigintioctoPunctata（Fabricius）

里村；（1ex．，中峯）

一一一一；（1ex．，祝）

ⅩⅣホソカタムシ科Colydiidae

40．マダラホソカタムシTrachyPholisuaγiegata（Sharp）

楠木；（1ex．，中峯）

41．サピマダラオオホソカタムシβ血rCびわ乃酌血sSharp

楠木；（1ex．，中峯）

ⅩVゴミムシダマシ科Tenebrionidae

42．アカモンキゴミムシグマシDiaPerissa71gui7WiPeTmissineTZSisGebien

楠木；（1ex‥中峯）

－；（1ex．，祝）

43．ナガニジゴミムシグマシCeγOPriainduta（Wiedemann）

－；（3exs‥祝）

44．ミナミユグリゴミムシダマシ〃JomeズCfSαkbien

楠木；（1ex．，中峯）

一一一一；（1ex‥祝）

45．へリアカゴミムシダマシEutochialateralis（Bohemann）

－；（lex．，祝）

46．コプヒメツノゴミムシグマシCrγ伽eug玩）J虎1°（Lewis）

－；（1ex．，祝）

47．オオツヤホソゴミムシグマシMenePhilusaγCiscelisMarseul

里村；（1ex．，中峯）

－；（1exり祝）

48．オオニジゴミムシグマシHe7m’cerazigzagaMarseul

楠木；（1ex．，中峯）

49．ハラアカチビキマワリモドキr（ZとγαgO770摺e乃どぶγが2－〃e戒γ7°ぶ（Kaszab）

－；（1exり祝）

XV］クチキムシ料Alleculidae

50．トカラチャイロクチキムシC威eわ’乃αわ々αγαe花S2°ぶ（Nomura）

楠木；（2exsリ祝）

里村；（1ex．，中峯）－22－



ⅩⅦデバヒラタムシ科Prostomidae

51．デバヒラタムシProstomislatorisReitter

楠木；（1ex．，中峯）

ⅩⅧハナノ三科Mordellidae

52．ザウテルオビバナノミGJi如ぶ仇如元Pic

高尾～底なし池；（1ex．，中峯）

ⅩⅨカミキリモドキ科Oedemeridae

53．トカラカミキリモドキEobiafusciPeTmisNakane

里村；（1ex．，中峯）

XXカミキリムシ科Cerambycidae

54．クロカミキリS♪0雅抄五S，加励昭威∽一曲ぷLinnと

里村；（1ex．，中峯）

55．リュウキュウヒメカミキリCeresiu彷fuscwnMatsumuraetMatsushita

楠木；（2exsり中峯）

里村；（1ex．，古川）（1ex．，中峯）

56．ヒゲナガヒメカミキリCeγeSl’untl0ngicornejaわTlicuntMatsushita

里村；（1ex，，中峯）

57．キュウシュウチビトラカミキリfセrissuskiusiue77SisOhbayashi

楠木；（1ex．，中峯）

58．ヨツスジトラカミキリCuorof）fwusquinquefasciatw（CastelnauetGory）

楠木；（1ex．，中峯）

高尾～底なし池；（3exs．，中峯）

－；（1ex．，裏戸）（2exs．，祝）

59．ウスアヤカミキリ月α珊eOかααわ乃’Cα（Thomson）

楠木；（2exs．，中峯）

－；（1ex．，裏戸）（2exs．，祝）

60．ナカジロゴマフカミキリ〟どぶ05αゐ0乃OfHayashi

楠木；（3exs．，中峯）

高尾～底なし池；（1ex．，中峯）

一一一；（3exs．，裏戸）

61．クロモンゴマフカミキリMesosaatro720tataKusamaetlrie

楠木；（3exs．，中峯）

62．トカラシラホシサビカミキリAPo7WCynatSutSuiiHayashi

楠木；（1ex．，中峯）

63．ウスフタモンサビカミキリRt）f＞icafor7WOSananObuoiBreuningetOhbayashi

楠木；（4exs．，中峯）

－；（1ex．，祝）

64．アトモンチビカミキリSッγααCαJわ氾乃ゆ如乃e乃ぶぶHayashi

楠木；（4exs．，中峯）

－；（1ex．，祝）

65．アヤモンチビカミキリ宣γわγα07・df乃血と0如γαHayashi

楠木；（3exs．，中峯）－23－



66．シロスジドゥボソカミキリPothyneannulataBreuning

寄木；（2exs．，中峯）

67．サビアヤカミキリAbrynaobscuraSchwarzer

楠木；（1ex．，中峯）

高尾～底なし池；（1ex．，中峯）

一一一一；（lex．，祝）

68．ワモンサビカミキリPteγ010PhiaanTulata（Chevrolat）

楠木；（2exs．，中峯）

－；（lex．，祝）

69．キボシカミキリPsacotheahilaγismacronotataHayashi

楠木；（1ex‥中峯）（2exs．，祝）

一一一一；（1ex．，裏戸）

70．マツノマダラカミキリ〟07ZOC／相澤〟Sα花eγ耽由βHope

里村；（1♀，中峯）

71．こセビロウドカミキリAcαわね〆α．昭海耽ね（Bates）

寄木；（1♀，中峯）

72．ムツボシシロカミキリ0ね乃eC（帯虎〟S乃dね乃αgThomson

里村；（1ex．，中峯）

－；（1ex．，祝）

73．トカラコブヒゲカミキリ肋αわPiTZatOkarensisHayashi

楠木；（1ex‥中峯）

74．コゲチャサビカミキリMimectatina7Weridiana（Matsushita）

楠木；（1ex．，中峯）

寄木；（1ex．，中峯）

－；（lex．，祝）

75．オビレカミキリだ視Se玩）摘eS徽正S〟dαfGressitt

楠木；（1ex．，中峯）

76．アトモンマルケシカミキリガガOCe乃亡γαざ化闇成田rBates

楠木；（3exs．，中峯）

77．スジシロカミキリGlenealineataGahan

楠木；（3exs．，中峯）

ⅩXTハムシ科Chrysomelidae

78．オキナワイモサルハムシColaslわSO7mauri如7me（Motschulsky）

楠木；（2exs．，中峯）

79．アカガネサルハムシ月Cγ0肋乃〟帯gαSC力如び正C力行0々αγαe乃SeNakane

楠木；（1ex．，中峯）

80．ウリハムシAulacot）hoγafe7nOγalis（Motschulsky）

楠木；（1ex．，中峯）

里村；（1ex．，古川）（3exs．，祝）

里村～高尾；（lex．，中峯）

81．サメハグッブノミハムシ月♪址氾乃α虎γ佃0ぷαBaly

－；（1ex．，祝）－24－



82．キイロミゾアシノミハムシ純血如五sloぴのgαb（Chnj6）

－；（1ex．，視）

83．キベリヒラタノミハムシHe7WiPyxiscincti如rmis（Weise）

楠木；（1ex．，中峯）

里村；（1ex．，中峯）

－；（1ex．，中峯）

ⅩⅩ‖ヒゲナガゾウムシ科Anthribidae

84．フタモンツツヒゲナガゾウムシOzob摺eγ比S乃Z’gr0耽狛強め∬Morimoto

里村；（2exs．，中峯）

85．イトヒゲナガゾウムシExillisjaonicolaNakane

里村；（1♀，中峯）

86．ウンモンヒゲナガゾウムシ血の0γわ乃払乃gUOS紘泣Ia叩

里村；（】ex．，中峯）

ⅩⅩIIIミツギリゾウムシ科Brentidae

87．ミツギリゾウムシβαγγγ妙肱短S♪0ⅢeγfRoelofs

楠木；（2♂♂1♀，中峯）

XXⅣゾウムシ科Curculionidae

88．ホソヒョウタンゾウムシ5ッ澤かezo癖αざCγ1°∂γ1’のJ／1°ぶK（うno

里村～高尾；（2exs．，中峯）

－；（1ex．，祝）

89．ナガカツオゾウムシ止撒Sd抄γeぷざ如乃乃ぷα∋10fs

楠木；（1ex．，中峯）

90．シバタカレキゾウムシAcた乃gⅦぶぶた蕗虎αgVos

楠木；（1ex．，中峯）

91．ツバキシギゾウムシCtgγC乙′JわC（綱紀〃五肥（Roeloft）

楠木；（2exs．，中峯）

92．月cz’C撒甥ね．sp．

楠木；（1ex．，中峯）

諏訪之瀬島（1987年7月23日～26日）

rハンミョウ科Cicindelidae

l．コハンミョウCici77delasPeculaγisChaudoir

（1ex．，23．Ⅶ，古川）（1ex．，25．Ⅶ，古川）

Hゲンゴロウ科Dytiscidae

2．ヒメゲンゴロウRharztusPulyerosLLS（Stephens）

（1ex．，24．Ⅶ，古川）

Jllエンマムシ科Histeridae

3．ヒメツヤエンマムシ仇’廠γS帯がたぶおγ乃以gLewis

（1ex．，25．Ⅶ，古川）

－25－
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4．ツヤマルエンマムシAtholusf）irithozLS（Marseul）

（1ex．，27．Ⅶ，古川）

Ⅳクワガタムシ科Lucanidae

5．トカラノコギリクワガタPγOSO如Oilusdissin7iliselegans（Inahara）

（1♀，24．Ⅶ，溝口）（1♂2♀♀，25．Ⅶ，溝口）（1♂1♀，25．Ⅶ，古川）

Vコガネムシ科Scarabaeidae

6．カドマルエンマコガネOnthoPhaguslenziiHarold

（2exs．，24．Ⅶ，溝口）

7．ウスチャマグソコガネAPhodius帯αrginellus（Fabricius）

（1ex．，25．Ⅶ，古川）

8．トカラビロウドコガネMaladerasabiNakane

（lex．，24．Ⅶ，溝口）

9．リュウキュウスジコガネAno7mlamatsu7WuraiSawada

（1ex．，25．Ⅶ，古川）

10．シロテンハナムグリPγOtaetiaoγientalis（GoryetPerchelon）

（lex．，24．Ⅶ，古川）

Ⅵコメッキムシ科Elateridae

ll．サピキコリAgγyt）nuSbinodulus（Motschulsky）

（1ex‥24．Ⅶ，古川）（lex‥25．Ⅶ，古川）

Ⅶケシキスイ科Nitidulidae

12．アカマダラケシキスイLasiodactylust＞ictw（MacLeay）

（1ex．，25．Ⅶ，古川）

Ⅷテントウムシ科Coccinellidae

13．タカラアカホシテントウChilocorzLStakaraNakaneetM．Araki

（1ex．，25．Ⅶ，古川）

14．ヒメフタモンクロテントウCrツ〆OgO乃払S力0γぶ短乃払S（Ohta）

（1ex．，25．Ⅶ，古川）

Ⅸツツキノコムシ科Ciidae

15．ツヤツ、ソキノコムシOctote7muSlaminifro7LS（Motschulsky）

（6exs．，25．Ⅶ，古川）

Ⅹカミキリムシ科Cerambycidae

16．リュウキュウヒメカミキリCeresiu7nfuscuzqMatsumuraetMatsushita

（1ex．，24．Ⅶ，溝口）

17．チャイロヒメカミキリCeresiu7nSimileGahan

（1ex．，24．Ⅶ，溝口）

18．フタオビミドリトラカミキリChloroPhoγuSmLSCOSLLS（Bates）

（‘1ex．，23．ⅥI，溝口）

19．ヤエヤマトラカミキリC／lgoγ0♪／氾γ〟ぶ二眼堆肥彫郡ね（Kano）

（1ex．，23．Ⅶ，古川）

20．ウスアヤカミキリBu7WetOPiajaonica（Thomson）

（3exs・，23・Ⅶ，溝口）（lex・．・24・Ⅶ，古川）（1ex・，25・Ⅶ1古川）－2（うー



21．ナカジロゴマフカミキリ〟e艮）鎚彪0乃OgHayashi

（1ex．，25．Ⅶ，溝口）

22．アトモンチビカミキリ5ッわγααCαJわ氾Bates

（2exs．，25．Ⅶ，古川）（5exs．，25．Ⅶ，溝口）

23．アヤモンチビカミキリ5γわγα0れわ一徹血Bates

（1ex．，2．Ⅶ，古川）

24．サビアヤカミキリAbrynaobscuraSchwarzer

（1ex．，2．Ⅶ，古川）（2exs．，23．Ⅶ，溝口）

25．ムツボシシロカミキリ（ガe乃eα嘲血ば：血九m臆Thomson

（lex．，2．Ⅶ，古川）

26．コゲチャサビカミキリMi7WCtatina7Weridia7Za（Matsushita）

（1ex．，2．Ⅶ，溝口）

Ⅹ1ハムシ科Chrysomelidae

27．キベリヒラタノミハムシ〟e癖如∬’SC乃d’如乃乃’ぷ（Weise）

（1ex．，25．Ⅶ，古川）

学名および配列は全て原色日本甲虫図鑑II～Ⅳ（保育社）に従った。また，採集地は全て諏

訪之瀬島である。

〔古川・溝口〕

（ふるかわようじろう）

－27－
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奄美大島昆虫採集報告（1988年夏期合宿）

松原一正・柴尾晴信編

1988年7月17日（鹿児島発）～7月26日（鹿児島着）にかけて奄美大島の住用村で

行われた夏期合宿の昆虫の採集記録を報告する。

今回の合宿は参加人数が少なく，虫屋は筆者らと中峯浩司（本会OB）の3人しかいなかっ

た。私は蝶屋だったのだが，蝶を始めて間がなく，種名すらほとんど知らずに奄美に行ったの

で，OBの中峯先輩にいろいろ教えてもらいながら採集した。それでも，アカポシゴマダラを

採集できたので，筆者にとっては有意義であった。しかし，セセリチョウ科の蝶を1頭も採集

できなかったのは残念である。
ここで，カミキリ屋の中峯先輩とコガネムシ屋の柴尾が中央林道に採集に行ったときのこと

を書きたいと思う。2人は7月23日に中央林道に採集に行ったのだが，後輩である柴尾は中峯

先輩に先頭を譲って採集していた。しかし，後ろから歩いていた柴尾が，なんとフェリエペこ

ボシカミキリを採集してしまったのである。この時，石垣島や西表島に何度も採集に行ったこ

とがあり，カミキリのベテランである中峯氏のプライドはズタズタに引き裂かれてしまった。
そのあと彼はハブの恐怖も忘れて，狂ったように原生林の中を走り回ってフェリエペこボシカ

ミキリを捜したが，その苦労は報われなかった。その夜，黒糖焼酎でヤケ酒を飲んでいた時の

渋い横顔は忘れることができない。

実際採集したのは8日間であったが，あっという間に過ぎ去ってしまった。前記の通り勉強

不足のまま合宿に参加してしまったのだが，この合宿がなければ蝶屋としての私の存在はなか

ったであろう。結果は思わしくなかったが，とても有意義な合宿であったと思う。
〔松原〕

鱗　週　目　LEPIDOPTERA

チョウ亜目

Iアゲハチョウ科Papilionidae

l．ジャコウアゲハ此γ0♪7∽乃euγααJci乃0比SKlug

西仲間；（目撃1ex．，19．Ⅶ，柴尾）

2．アオスジアゲハGraPhiu7WSaγPedonLinnaeus

市；（目撃1ex．，23．Ⅶ，松原）

西仲間；（1♂，24．Ⅶ，柴尾）

3．アゲハPaPilioxuthusLinnaeus

西仲間；（目撃多数，19～25．Ⅶ，柴尾）（1♀，25．Ⅶ，松原）

4．シロオビアゲハPaPilioPol〆esLinnaeus

勝浦；（目撃1ex．，30．1X，柴尾）

西仲間；（1♂，24．Ⅶ，松原）
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5．モンキアゲハPa♪iliohelenZLSLinnaeus

西仲間；（1♀，24．Ⅶ，柴尾）

6．クロアゲハPaかlioProtenoγCramer

西仲間；（1♀，22．ⅥI，柴尾）（2♂♂，25．Ⅶ，松原）

7．ナガサキアゲハPaPl’liomemonLinnaeus

西仲間；（2♂♂1♀，19．Ⅶ，松原）（1♂，24．Ⅶ，柴尾）

8．カラスアゲハPat）iliobiarK）rCramer

西仲間；（目撃多数，19～25．Ⅶ，柴尾）（3♂♂，25．Ⅶ，松原）

lIシロチョウ科Pieridae

9．モンキチョウCo／αぶ化oJαぷノerβおEsper

西仲間；（1♂，24．Ⅶ，柴尾）

10．ウスキシロチョウCatoPsiliaPo7WOnaFabricius

西仲間；（1♂，19．Ⅶ，柴尾）

11．キチョウEuγema（Terias）hecabeLinnaeus

市；（1♂，23．Ⅶ，松原）

西仲間；（1♀，19．ⅥI，松原）（1♂，24．Ⅶ，柴尾）（1♂，25．Ⅶ，松原）

12．ナミエシロチョウAP♪ias（Catophaga）paulinaCramer

上役勝；（2♀♀，23．Ⅶ，柴尾）

西仲間；（1♀，19．Ⅶ，柴尾）（1♂，30．Ⅸ，柴尾）

13．モンシロチョウPieris（Artogeia）γai）aeLinnaeus

西仲間；（1♂，24．Ⅶ，柴尾）（2♂♂2♀♀，25．Ⅶ，松原）

14．ツマベニチョウ〟e放摺0αgα〟C’♪如Linnaeus

西仲間；（1♂，19．Ⅶ，松原）（1♂1♀，21．Ⅶ，柴尾）（1♀，22．Ⅶ，松原）

（1♂，24．Ⅶ，柴尾）

IIIシジミチョウ科Lycaenidae

15．ムラサキシジミNarathuγajafvnicaMurray

上役勝；（目撃1ex．，23．Ⅶ．柴尾）

西仲間；（1♀，19．Ⅶ，松原）（1♀，25．Ⅶ，松原）

16．イワカワシジミArtifweγy芳Linnaeus

西仲間；（1♂，19．ⅥI，柴尾）

17．ウラナミシジミLa7Wf）idesboeticusLinnaeus

西仲間；（1♂，19．Ⅶ，松原）

18．アマミウラナミシジミ〃αCα血わα虎視γα〃αMoore

市；（2♀♀，23．Ⅶ，松原）

西仲間；（1♂，22．Ⅶ，柴尾）（1♂，24．ⅥI，柴尾）（1♂1♀，25．Ⅶ，松原）

19．ヤマトシジミPseudozizeeriamahaMatsumura

西仲間；（2♂♂1♀，25．Ⅶ，松原）

20．シルビアシジミZizinaotisFabricius

市；（1♂，23．Ⅶ，松原）

西仲間；（1♀，24．Ⅶ，柴尾）

21．ヤクシマルリシジミAc〆OlePisPwf）aHorsfield

西仲間；（1♂1♀，25．Ⅶ，松原）－29－



IVマダラチョウ科Danaidae

22．カバマダラAnosiachγySit）如Linnaeus

勝浦；（1♀，30．Ⅸ，柴尾）

西仲間；（1♀，24．Ⅶ，松原）

23．アサギマダラ鋤γα嘘たαぶ正αKollar

油井岳；（1♀，29．Ⅸ，柴尾）

24．リュウキュウアサギマダラIdeoAs・is（励de72a）sinTilisLinnaeus

西仲間；（1♂，19．Ⅶ，松原）（1♂，20．Ⅶ，柴尾）（1♂，24．Ⅶ，柴尾）

Vタテハチョウ科Nymphalidae

25．ツマグロヒョウモンAγgyγeuShy如rbiusLinnaeus

西仲間；（2♂♂，19．Ⅶ，松原）（1♂2♀♀，25．Ⅶ，松原）（1早，25．Ⅶ，柴尾）

26．リュウキュウミスジNef）tishylasLinnaeus

西仲間；（目撃1ex．，22．Ⅶ，松原）（1♂，22．Ⅶ，柴尾）

27．ルリタテハガα乃〆ぷ短（辺乃瓜SgLinnaeus

上役勝；（1♀，23．Ⅶ，柴尾）

28．タテハモドキPγeCisal7mnaLinnaeus

市；（1♀，23．Ⅶ，松原）

西仲間；（1♂，22．Ⅶ，柴尾）（1♂，25．Ⅶ，柴尾）

29．メスアカムラサキHyPolimnasmisif）PusLinnaeus

宇検村；（目撃1♂，30．Ⅸ，柴尾）

30．リュウキュウムラサ手枕ゆ好物徴悪．如存髄Linnaeus

西仲間；（1♀，19．Ⅶ，松原）

31．イシガケチョウCyγeStisthyoda7WBoisduval

西仲間；（1♀，24．Ⅶ，松原）

油井岳；（1♂，29．Ⅸ，柴尾）

32．アカボシゴマダラHestl’naassljm’ll恵Linnaeus

川内；（1♂，21．Ⅶ，柴尾）

西仲間；（1♀，20．Ⅶ，松原）

Ⅵジャノメチョウ料Satyridae

33．ヒメジャノメMycalesisgota7mFujioka

西仲間；（1♂，22．Ⅶ，柴尾）（1♂，24．Ⅶ，柴尾）（1♀，25．Ⅶ，松原）

34．ウスイロコノマチョ，T）Mela77itisledaLinnaeus

西仲間；（1♂，25．Ⅶ，松原）〔松原〕
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鞘　週　目　COLEOPTERA

1ハンミョウ科Cicindelidae

l．コハンミョウCicindelas如CulaγisChaudoir

上役勝；（2♂♂，22．Ⅶ，柴尾）（2♀♀，23．Ⅶ，柴尾）

2．シロヘリハンミョウCicindelaniuicinctaChevrolat

西仲間；（2♂♂3♀♀，20．Ⅶ，柴尾）

3．アマミハンミョウCicindelaferrieiFleutiaux

西仲間；（1ex．，19．Ⅶ，柴尾）（1ex．，22．Ⅶ，柴尾）（1ex．，24．Ⅶ，柴尾）

Hクワガタムシ科Lucanidae

4．オオシマミヤマクワガタLucanLLSferrieiPlanet

上役勝；（lex．，1．X，柴尾）

5．リュウキュウノコギリクワガタPγOSObocoilLLSdissi7m’lisdissizwilis（Boileau）

西仲間；（3♂♂11♀♀，19へノ25．Ⅶ，柴尾）

山間；（1♂，1，X，柴尾）

6．スジブトヒラタクワガタSeγγOg7ZathuscostatLLS（Boileau）

上役勝；（1ex．，1．X，柴尾）

7．アマミヒラタクワガタSerγOgnathust・laty7Weluselega7LS（Boileau）

西仲間；（2exs．，22．Ⅶ，柴尾）（1ex．，25．Ⅶ，柴尾）

8．アマミネブトクワガタ舶g比Sαe〃’oDJわ’ぷααγび払SDidier

上役勝；（死体多数，30．Ⅸ，柴尾）

Ⅲコガネムシ科Scarabaeidae

9．フチトリアツバコガネ肋ochγOuSe7mγginat2LSCastelnau

西仲間；（3exs．，18．Ⅶ，柴尾）（1ex．，20．Ⅶ，柴尾）（1ex．，21．Ⅶ，柴尾）

（1ex．，22．Ⅶ，中峯）（gexs．，25．Ⅶ，柴尾）

10．オオシマエンマコガネ0虜hoj）hagusoshi7mnWNakane

西仲間；（7exs．，24．Ⅶ，柴尾）

11．マルエンマコガネOnthoPhagusuiduusHarold

西仲間；（4exs．，24．Ⅶ，柴尾）（19exs．，25．Ⅶ，柴尾）

12．ツヤエンマコガネOnthof）hagwnitidzLSWaterhouse

西仲間；（2exs．，24．Ⅶ，柴尾）

13．セスジカクマグソコガネRhyParusazumaiNakane

西仲間；（1ex．，25．Ⅶ，柴尾）

14．オキナワシロスジコガネPolyf）hyllaschoenfeldtiBrenske

西仲間；（死体1ex．，18．Ⅶ，柴尾）

15．アマミクロコガネHolotγichiaama7WiaTla（Nomura）

上役勝；（1ex．，30．Ⅸ，柴尾）

西仲間；（1ex．，20．Ⅶ，柴尾）

16．フタスジカンショコガネAわgo乃’α討Cαγ乃α由かCαγ乃αbkwis

西仲間；（7exs．，18．Ⅶ，柴尾）（3exs．，20．ⅥI，柴尾）（1ex．，22．Ⅶ，柴尾）

（3exs．，25．Ⅶ，柴尾）
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17．アマミアオドゥガネAno7Walaalbof）i10SagraCilisSchC）nfeldt

上役勝；（1ex．，28．Ⅸ，柴尾）

名瀬；（2exs．，18．Ⅶ，柴尾）

西仲間；（2exs．，18．Ⅶ，柴尾）（lex．，22．Ⅶ，中峯）（2exs．，25．Ⅶ，柴尾）

18．オオシママドゥガネA乃0乃αJαCカわγ0（おγ帯αArrow

上役勝；（1ex‥28．Ⅸ，柴尾）

西仲間；（2exs．，20．Ⅶ，柴尾）（4exs．，22．Ⅶ，柴尾）（lex．，22．Ⅶ，中峯）

19．アマミムシスジコガネA乃07花α／αe（劾破瓜2（珊瑚海Ⅷ乙Nomura

西仲間；（1ex．，21．Ⅶ，柴尾）

20．サンカクスジコガネA乃0帯α／αとγね乃gびわrfgとγ7α乃g乙JJαγgS良：h（如俺ldt

西仲間；（20exs．，18～25．Ⅶ，柴尾）

21．リュウキュウオオバナムグリProtaetialeu）isileachiY．Kurosawa

川内；（1ex．，21．Ⅶ，柴尾）

西仲間；（2exs．，20．Ⅶ，柴尾）

22．リュウキュウツヤハナムグリPγOtaetiai）γyeγioschimana（Nonfried）

上役勝；（2exs．，23．Ⅶ，中峯）

川内；（7exs．，21．Ⅶ，柴尾）（1ex．，21．Ⅷ，中峯）

西仲間；（6exs．，19．Ⅶ，柴尾）（6exs．，19．Ⅶ，中峯）（7exs．，20．Ⅶ，中峯）

（17exs．，21．Ⅶ，中峯）（1ex‥22．Ⅶ，中峯）

23．オオシマアオハナムグリPγOtaetiaexasPerata（Fairmaire）

上役勝；（2exs．，23．Ⅶ，中峯）

川内；（1ex．，21．Ⅶ，中峯）

西仲間；（6exs．，19．Ⅶ，柴尾）（5♀♀，19．Ⅶ，中峯）（5exs．，20．Ⅶ，柴尾）

（1♂，20．Ⅶ，中峯）（2♂♂5♀♀，21．Ⅶ，中峯）（3exs．，22．Ⅶ，柴尾）

（1♂2♀♀，22．Ⅶ，中峯）

24．コカブトムシβ0助’ね〟γαSCわ乃e乃SSgγreg乙JJαγfSPrelli

西仲間；（死体1ex．，25．Ⅶ，柴尾）

25．オキナワコアオハナムグリOxycetoniaforticulafoγticula（Janson）

上役勝；（1ex．，23．Ⅶ，中峯）

川内；（1ex．，21．Ⅶ，中峯）

西仲間；（1ex．，20．Ⅶ，中峯）

Ⅳカミキリムシ科Cerambycidae

26．ヨツスジバナカミキリLef）turaOChγaCeOfasciataa7Wamia7WaHayashi

上役勝；（1ex．，23．Ⅶ，柴尾）

27．イエカミキリStro7Watiu7W10ngicorne（Newman）

下役勝；（1ex．，22．Ⅶ，中峯）

西仲間；（1ex‥18．Ⅵt，柴尾）（4exs．，20．Ⅶ，中峯）（1ex．，21．Ⅶ，中峯）

28．チャイロヒメカミキリCeresiu7WSi7WileGahan

下役勝；（1exり22．Ⅶ，中峯）

西仲間；（1ex．，20．Ⅶ，中峯）
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29．ニッポンモモブトコバネカミキリMerionoedasePtentγio77alisγubriue7ZtγisHayashi

上役勝；（2exs．，23．Ⅵ1，中峯）

西仲間；（1ex．，19．Ⅶ，中峯）

30．フェリエペこボシカミキリ尺0ぷαJα允γγ1‘el‘Vuillet

上役勝；（1ex．，23．Ⅶ，柴尾）

31．アマミトラカミキリズタJoとγeC／mSd乃g〟J1°と／氾γα方Gressitt

上役勝；（1ex．，23．Ⅶ，中峯）

西仲間；（lex．，23．Ⅶ，中峯）

32．フタオビミドリトラカミキリCわわγ0♪／泊γ払S甜思茫α乱び（Bates）

上役勝；（1ex．，23．Ⅶ，中峯）

川内；（1ex．，21．Ⅶ，中峯）

33．ヨ、ソスジトラカミキリChloroi）hoγはSqui71quefasciatus（CastelnauetGory）

上役勝；（2exs．，23．Ⅶ，中峯）

川内；（2exs．，21．Ⅶ，中峯）

34．ヤエヤマトラカミキリC〟0γ0♪／りγαSJ旭ツeJ旭帯e7癖ぷ（Kano）

川内；（1ex．，21．Ⅷ，中峯）

35．ナカジロゴマフカミキリMesosakoTl0iHayashi

上役勝；（1ex．，23．Ⅶ，中峯）

西仲間；（2exs．，22．Ⅶ，柴尾）

36．オキナワゴマフカミキリMesosaPictif）eSZm’yamotoiHayashi

上役勝；（2exs．，22．Ⅶ，中峯）

37．ウスブタモンサビカミキリRof＞icafor7WOSananObuoiBreuningetOhbayashi

上役勝；（1ex．，23．Ⅶ，中峯）

38．アヤモンチビカミキリSybraordinatasubtesserabZBreuning

上役勝；（3exs．，23．Ⅶ，中峯）（1ex．，23．Ⅶ，柴尾）

3g．サビアヤカミキリAbry7ZaObscuγaOShiZnenSisBreuning

西仲間；（1ex．，20．Ⅶ，中峯）

40．コブバネサビカミキリPterolo♪hiag’bbosiPe7missubcγistiPennisBreuningetOhbayashi

上役勝；（3exs．，23．Ⅶ，中峯）

41．キボシカミキリPsacotheahilaγis（Pascoe）

西仲間；（lex．，29．Ⅸ，柴尾）

42．オオシマゴマダラカミキリAnoj）loPhoγaOShi7mna（Fairmaire）

西仲間；（目撃1ex．，18．Ⅶ，柴尾）（2exs．，22，Ⅶ，中峯）

43．オオシマヤハズカミキリUraechaoshi7WanaBreuning

西仲間；（2exs．，19．Ⅶ，中峯）

44．シロオビヒメヒゲナガカミキリ〟0720C加雅弘S短耽聯痴飢血γ1°ぶHayashi

上役勝；（1ex．，23．Ⅶ，中峯）

45．アマミビロウドカミキリAcal01ePtaanZa7Wiana（Hayashi）

上役勝；（2exs．23．Ⅶ，中峯）

西仲間；（1ex．，22．Ⅶ，柴尾）

46．シロオビチビカミキリSッおOd復職αSU好α∬αね（Bates）

上役勝；（1ex．，23．Ⅶ，中峯）－33－



47．クロオビトゲムネカミキリSciadesfasciatusnobuoi（BreuningetOhbayashi）

上役勝；（4exs．，23．Ⅵl，中峯）

48．アトモンマルケシカミキリExocentruslineatusnobuol’BreuningetOhbayashi

上役勝；（1ex．，23．Ⅶ，中峯）

49．スジシロカミキリGlenealineataGahan

上役勝；（3exs．，23．W，中峯）（1ex‥23．Ⅶ，柴尾）〔柴尾・中峯〕

半　廻　目　HEMIPTERA

固廼亜目Homoptera

lセミ科Cicadidae

l．ニイニイゼミPlatyPleurakaemf）feri（Fabricius）

名瀬市；（5exs．，18．Ⅶ，柴尾）

西仲間；（1ex．，20．Ⅶ，柴尾）（2♂♂1♀，20．Ⅶ，中峯）（1♂，21．Ⅶ，中峯）

（2♀♀，22．Ⅵ1，中峯）（2exs．，25．Ⅶ，柴尾）

2．リュウキュウアブラゼミGγαbSα化γα玩‘珊αCUα由Kato

上役勝；（2♀♀，23．Ⅶ，中峯）

西仲間；（2♂♂，18．ⅥI，柴尾）（3♂♂3♀♀，19．Ⅶ，柴尾）（2♂♂，19．Ⅶ，中峯）

本茶峠；（1♂，28．Ⅸ，柴尾）

油井岳；（1早，30．Ⅸ，柴尾）

3．ヒメハルゼミEuter♪nosiachibensischibeTZSisMatsumura

西仲間；（lex．，18．Ⅵl，柴尾）（lex．，20．ⅥI，柴尾）（lex．，25．Ⅵ1，柴尾）

4．ヒグラシrα乃乃αブ坤0乃e乃gZ．gJ細0乃e花Sオぶ（Distant）

上役勝；（1♂，23．Ⅶ，柴尾）（1♀，23．Ⅶ，中峯）

5．オオシマゼミMeimunaoshi7ne77Sis（Matsumura）

笠利町平こ（2♂♂1♀，28．1X，柴尾）

本茶峠；（3♂♂1♀，28．IX，柴尾）

池井岳；（1♀，29．1X，柴尾）

6．クロイワックックMei7Wu7mkuγOiu）aeMatsumura

宇倹村；（1♂，29．IX，柴尾）

西仲間；（1♂，29．1X，柴尾）

本茶峠；（1ex．，28．1X，柴尾）

屋仁；（4♂♂2♀，28．lX，柴尾）〔柴尾〕
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ト　　ン　ボ　目　ODONATA

均麹亜目ZYGOPTERA

lイトトンボ科Agrionidae

l．コフキヒメイトトンボAgγiocnemisfe7WinaoryzaeLieftinck

西仲間；（llexs．，25．Ⅷ，柴尾）

2．リュウキュウベニイトトンボCeriagrionlatericiumLieftinck

川内；（1ex．，21．Ⅶ，柴尾）

西仲間；（1ex．，22．Ⅵl，柴尾）

3．アオモンイトトンボIschnuγaSe77egalensisRambur

川内；（1♂，21．Ⅶ，柴尾）

西仲間；（1♂1♀，22．Ⅶ，柴尾）

llカワトンボ科Calopterygidae

4．リュウキュウバグロトンボMatγOnabasilarisjaPonicaF（治rSter

上役勝；（1♂，23．Ⅶ，柴尾）

川内；（2♂♂，21．Ⅶ，柴尾）

西仲間；（1♀，19．ⅥI，柴尾）

不均麹亜目ANISOPTERA

IIIサナユトンボ科Gomphidae

5．チビサナエStyl0g07WPhusryukyuanusAsahina

上役勝；（1♀，23．Ⅶ，柴尾）

Ⅳトンボ科Libellulidae

6．ハラボソトンボOrihet：γu7WSablhasablhaDrury

上役勝；（1♀，23．Ⅶ，柴尾）

西仲間；（1♂，20．Ⅶ，柴尾）（1♂，22．Ⅶ，柴尾）（1♂，25．Ⅶ，柴尾）

7．ホソミシオカラトンボOrthetru777luzonicwwBrauer

勝浦；（1♂，30．Ⅸ，柴尾）

8．シオカラトンボ0柁加γび帯α路虎ツγ〟招ぶ如Cわ飢蹄Uhler

西仲間；（1♂，19．Ⅶ，柴尾）

9．オオシオカラトンボ0γ助成γび帯γのgUαre邦だα乃α艶lys

西仲間；（1♂，22．Ⅶ，柴尾）（1♀，25‥Ⅶ，柴尾）

10．ショウジョウトンボCrocothemisseruiliaDrury

西仲間；（1♂，19．Ⅶ，柴尾）（1♂，25．Ⅶ，柴尾）

11．アオビタイトンボβγ彿軸幼振方と血ル施2み物仇雌址αRis

西仲間；（1♂，20．Ⅶ，柴尾）

12．ウスバキトンボnmtalaflazAZSCe72SFabricius

上役勝；（1♂，23．Ⅶ，柴尾）

13．バネビロトンボrγα珊eα・めγgZ’乃1°αRambur

西仲間；（1♂，25．Ⅶ，柴尾）

14．ベニトンボTrithemisauroraBrauer

西仲間；（4♂♂，25．Ⅶ，柴尾） －35－ 〔柴　尾〕



※19q8年9月29日～10月2日までの柴尾の個人採集の記録もあわせて記載した。

参考文献

石田昇三（1969）原色日本昆虫生態図鑑（Il）トンボ編．保育社．

伊藤修四郎・他（1977）原色日本昆虫図鑑（下）．保育社．

上野俊一・他（1984～1985）原色日本甲虫図鑑（lI）～（Ⅳ）．保育社．

川副昭人・若林守男（1982）原色日本蝶類図鑑．保育社．

林　正美（1984）日本産セミ科概説．CICADA，5（2／3／4）：25－75．

（まつばら　かずまき・しぼお　はるのぶ）
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徳之島昆虫採集報告（1989年夏期合宿）

古川陽二郎・松原一正・柴尾晴信・小野雅章

あの夏の出来事，夢のような日々を，私は忘れることはないだろう。

1989年7月13日亀徳沖，眼前に横たわる徳之島の緑の中で一際目立つ白い建物，そこに書か

れた文字を見て私の心は暗く沈んでいった。“小○田セメント”そこにはこう書かれてあった。

まさかこんな所にまで。うっそうとした密林に覆われた南の島を連想していた私は自分の中で

何かが音を立てて崩れていくのを感じた。

初日は，あらかじめ計画していた場所（御前堂）に，準備していたトラップ（バナナの焼酎

漬け）を仕掛けにいくことにした。当地は徳之島南端から約4キロメートル北の丘陵地帯でと

ころどころ森林が残っている。また，ここは10年前初めて本会のOBによりヤマトサビクワガ

タが採集された地であり，それを採集することが今回の目標の一つでもあった。翌朝，期待に

胸はずませながらトラップを見回りに行ったが，サビどころか何も来ていなかった。一旦引き

上げた後，今度は一晩中灯火採集をしながら見回ろうということになり夕方再度この地を訪れ

た。この時もやはりサビは採集できなかったもののスジブトヒラタクワガタ，トクノシマヒラ

タクワガタ，トクノシマノコギリクワガタなどが採集できた。
15日の休日を挟み16日，三京林道にトラップを仕掛けにいった。昼間はピーティングを行い

夜間は灯火採集とトラップの見回りを行った。その結果，ピーティングでは虫枯れの為かほと

んど何も採集できなかったが，灯火採集及びトラップでは新たにアマミシカクワガタ，トクノ

シマネブトクワガタ，トクノシマコクワガタ，及び数種のコガネムシを採集した。この日手々

に行った蝶屋の松原先輩は不発だった。
17日，皆サビ採集をほとんど諦めていた。私もまた諦めかけていた。本土で待つ守山先輩に

電話をかけたのはこの日である。先輩からの助言によって冷めかけていたサビ採集の情熱に再

び火が付いた私は，18日午前3時，松原先輩と連れだって御前堂へと向かった。サビを諦めた

古川先輩は柴尾先輩と共にやはり同時刻に三京林道へと向かった。サビとの出会いに胸をとき

めかせていた私と松原先輩は目的地に近付くにつれて次第に緊張が増してきた。1時間後，目

的地に着いた。1個目のトラップを神に祈りながらめくった瞬間，「サピーツ！！」と言う松原

先輩の絶叫が林の中にこだました。他のトラップにもサビはことごとく集来していて，計15頭

を採集する事ができた。この時の感動は鹿大の合格発表の比ではなかった。未だに思い出すた

び熱い物が込み上げてくる。この感動を他の二人にも味わって欲しい。私はそう思い，19日早

朝，古川・松原・柴尾先輩と4人で御前堂に出向いた。しかし，トラップにはサビは1頭もき

ていなかった。「ツッカーン！」古川先輩は何度も呟いた。その日はこの後，柴尾先輩を除い

た3人で三京林道へ行った。ここでは主に朽木崩しをした。目標はルイスツノヒョウタンクワ

ガタである。私と古川先輩はいくら崩しても何も出てこなかった。疲れ果てた二人が一休みし

ている間，今度は蝶採集が不調な松原先輩が古川先輩のナタを借り，ここぞとばかり喜んで（彼

は崩す事に生き甲斐を感じている）古川先輩が座っていた朽木を崩し始めた。一振り，二振り，

「オッター！！」松原先輩はあっさりとルイスを採集した。古川先輩は自分のツキの無さに呆れ

はてた様子であった。こうして私達は，あっと言う間に感動の10日間を過ごした。自分としては楽しい合宿であっ

たが，最後までツカん人達もいたようである。

－37－
〔小　野〕



畦

図1、島内の採集地

ー38－

10



鱗　週　目　LEPIDOPTERA

チョウ亜目

lアゲハチョウ科Papilionidae

l．ジャコウアゲハノ旺γ0♪／∽乃e〟γααJcZ’乃0αgKlug

亀徳；（1♀，15，Ⅶ，松原）

三京林道；（1♀，16．Ⅶ，小野）（1♀，20．Ⅶ，小野）

2．アオスジアゲハGraPhiu7WSaγ如do71Linnaeus

鹿浦；（2♂♂，21．Ⅶ，松原）

3．シロオビアゲハPaf）ilioPol〆esLinnaeus

亀徳；（1♂，15．Ⅶ，松原）（1♂，16．Ⅶ，小野）

手々；（1♂，16．Ⅶ，松原）

4．モンキアゲハPaPiliohelenusLinnaeus

手々；（1♂，16．Ⅶ，松原）

5．タロアゲハPaPilioPγOtenOrCramer

鹿浦；（1♂，21．Ⅶ，松原）

6．ナガサキアゲハPaPilio7WemOnLinnaeus

御前堂；（2♂♂，14．Ⅶ，小野）

手々；（1♂1♀，16．Ⅶ，松原）

三京林道；（1♂，20．Ⅶ，小野）

7．カラスアゲハP坤のoわ元の0γCramer

亀徳；（1♂，15．Ⅶ，松原）

llシロチョウ科Pieridae

8．モンキチョウCoわ．αぷrCoわ’αぷノer虎eEsper

手々；（1ex．，16．Ⅶ，松原）

9．ウスキシロチョウCaとof）Silialわmo77aFabricius

鹿浦；（目撃3exs．，21．Ⅶ，松原）

10．キチョウEuγe7m（Terias）hecabeLinnaeus

亀徳；（1♂1♀，15．Ⅶ，松原）

御前堂；（1♂，19．Ⅷ，松原）

11．ナミエシロチョウAf）♪ias（Cab♪haga）f）aulinaCramer

御前堂；（目撃1ex．，19．Ⅶ，柴尾）

12．モンシロチョウPieγis（Artogeia）raf）aeLinnaeus

亀徳；（1♂，15．Ⅶ，松原）（1♂，21．Ⅶ，小野）

手々；（1♀，16．Ⅶ，松原）

13．ツマベこチョウHebomOiaglaucit）PeLinnaeus

御前堂；（1♀，14．Ⅶ，小野）（1♀，19．Ⅶ，松原）

≡京林道；（1♂，16．Ⅶ，小野）

lTlシジミチョウ科Lycaenidae

l4．ムラサキシジミ〃αrdねγαカわ乃ねMurray

三京林道；（1♀，16．Ⅶ，小野） －39－



15．ウラナミシジミLanTPidesboeticusLinnaeus

御前堂；（1♀，19．Ⅶ，松原）

16．アマミウラナミシジミ〃α細め血2ノ短γα〃αMoore

亀徳；（1♂，15．Ⅶ，松原）

御前堂；（1♀，14．Ⅶ，小野）

手々；（3♂♂2♀♀，16．Ⅶ，松原）

17．ヤマトシジミPseudozizeeriamahaMatsumura

亀徳；（1♂1♀，15．Ⅶ，松原）（1♂，18．Ⅶ，松原）

花徳；（2♂♂，16．Ⅶ，松原）

三京林道；（1♂，20．Ⅶ，小野）

18．シルビアシジミZizl’naotisFabr・icius

大原；（1♂，20．Ⅶ，松原）

手々；（3♂♂1♀，16．Ⅶ，松原）

Ⅳマダラチョウ手斗Danaidae

19．カバマダラAnosl’achγySiPPusLinnaeus

亀徳；（2♀♀，21．Ⅶ，小野）

20．アサギマダラPαγα7虎fc（ぶたαKollar

三京林道；（1♀，16．Ⅶ，小野）（1♂，20．Ⅶ，松原）

21．リュウキュウアサギマダラIdeoPsis（Radena）si771ilisLinnaeus

御前堂；（1♂，14．Ⅶ，小野）

手々；（2♂♂1♀，16．Ⅶ，松原）

三京林道；（1♀，16．Ⅶ，小野）

Ⅴタテハチョウ科Nymphalidae

22．ツマグロヒョウモンArgyrewhyfwbi払SLinnaeus

御前堂；（1♂2♀♀，14．Ⅶ，小野）

手々；（1♀，16．Ⅶ，桧原）

23．リュウキュウミスジNePtishylasLinnaeus

御前堂；（1♀，19．Ⅶ，松原）

手々；（1♂，19．Ⅶ，金井）

24．ルリタテハKa72iskacanaceLinnaeus

三京林道；（1ex‥16．Ⅶ，小野）

25．タテハモドキPγeCisalmanaLinnaeus

亀徳；（lex．，15．Ⅶ，松原）（1ex．，21．Ⅶ，小野）

三京林道；（1ex．，20．Ⅶ，小野）

26．アカポシゴマダラHestinaassimilisLinnaeus

犬多布；（目撃1ex．，21．Ⅶ，松原）

‘vIジャノメチョウ≠斗Satyridae

27．ヒメジャノメMycalesisgotamaFujidka

御前堂；（1♀，21．Ⅶ，松原）

28．ウスイロコノマチョウMelanitisledaLinnaeus

亀徳；（1早，16．Ⅶ，野村）
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Ⅶセセリチョウ科Hesperiidae

29．チャバネセセリIb10t＞idasmathl‘asFabricius

御前堂；（1♂1♀，19．Ⅶ，松原）

30．クロセセリNotocryt）taCuruifasciaC．＆R．Felder

三京林道；（1ex．，20．Ⅶ，松原）

鞘　廻　目　COLEOPTERA

〔松　原〕

rハンミョウ科Cicindelidae

l．コハンミョウCicindelasPecularisChaudoir

三京林道；（1ex．，21．ⅥI，小野）

2．アマミハンミョウCicindelaferrieiFleutiaux

三京林道；（2exs．，16Ⅶ，小野）（1eつく．，20．Ⅶ，古川）（4exs．，21．Ⅶ，小野）

ITオサムシ科Carabidae

3．オオアオモリヒラタゴミムシCoJ♪0お触C／氾乃α乃Z’Hope

御前堂；（1ex．，14．Ⅶ，小野）

三京林道；（3exs．，16．Ⅶ，小野）

4．ムナビロアトポシアオゴミムシChlaeniustetrago7ZOdbrZLSChaudoir

三京林道；（1ex．，16．Ⅶ，小野）

5．オオアトボシアオゴミムシChlaenizLSmica7LS（Fabricius）

御前堂；（1ex．，14．Ⅶ，小野）

JIlミズスマシ科Gyr・inidae

6．オキナワオオミズスマシα乃eZ慶び彫J〆貼gimbart

亀徳；（1ex．，12．Ⅶ，池）

Ⅳガムシ科Hydr・OPhilidae

7．ヒメガムシSteγnOl0Phusrufi如（Fabricius）

亀津；（lex．，13．Ⅶ，古川）

御前堂；（2exs．，14．Ⅶ，古川）

Ⅴシデムシ科Silphidae

8．オオモモブトシデムシNecγOdesasiaticusPortevin

御前堂；（1ex．，14．Ⅶ，小野）

Ⅵクワガタムシ科Lucanidae

9．ルイスツノヒョウタンクワガタNig’diuslewisBoileau

三京林道；（1ex．，20．Ⅶ，松原）

朽木中より採集された。
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10．トクノシマノコギリクワガタPγOSOわCOilwdissi7m’lis帯αkl’noiIchikawaetFujita

亀津；（2♀♀，13．Ⅶ，古川）

亀徳；（1♀，11．Ⅶ，池）（1♂，12．Ⅶ，池）（2♂♂1♀，13．Ⅶ，小野）

御前堂；（3♂♂5♀♀，14．Ⅶ，古川）（1♂，17．Ⅶ，柴尾）（2♂♂，18．Ⅶ，小野）

（1♂1♀，18．Ⅶ，松原）（1♂，1g．Ⅶ，古川）（1♂，19．Ⅶ，松原）

三京林道；（4♂♂2♀♀，16．Ⅶ，柴尾）（3♂♂1♀，20．Ⅶ，小野）

（1♂，20．Ⅶ，溝口）

11．アマミシカクワガタRaetullLSreCticornisY．Kurosawa

三京林道；（1♂1♀，16．Ⅶ，古川）

12．トクノシマコクワガタ伽rcusokinau）anuSkubotai（FujitaetIchikawa）

三京林道；（1♂，16．Ⅶ，小野）（1♂，17．Ⅶ，古川）（1♂1♀，18．Ⅶ，柴尾）

13．ヤマトサピクワガタDorcusjatvnictLSNakaneetS．Makino

御前堂；（5♂♂10♀♀，18．Ⅶ，小野・松原）

14．トクノシマヒラタクワガタDoγCuS♪laty7mIzLStOkunoshi7menSis（FujitaetIcikawa）

亀津；（1♀，14．Ⅶ，古川）

御前堂；（2♂♂1♀，14．Ⅶ，古川）（1♀，18．Ⅶ，小野）（1♂1♀，18．Ⅶ，松原）

（2♂♂1♀，19．Ⅶ，古川）（1♂，19．Ⅶ，松原）

三京林道；（1♂1♀，16．Ⅶ，柴尾）（2♂♂，18．Ⅶ，古川）（1♂，20．Ⅶ，小野）

（1♂1♀，20．Ⅶ，古川）

15．スジブトヒラタクワガタDorcwmetacostatwKikuta

御前堂；（3♂♂1♀，14．Ⅶ，古川）（2♂♂，18．Ⅶ，小野）（1♂1♀，18．Ⅶ，松原）

（2♂♂，19．Ⅶ，柴尾）

三京林道；（2♂♂1♀，16．Ⅶ，柴尾）（1♂1♀，16．Ⅶ，古川）（1♂，18．Ⅶ，古川）

（1♂1♀，20．Ⅶ，小野）（1♀，20．Ⅶ，古川）

16．アマミネブトクワガタノ胞g〟ぶαe〃GD／JSb〟γ〟以gDidier

三京林道；（1♂1♀，16．Ⅶ，柴尾）（9♂♂1♀、18．Ⅶ，古川）

（2♂♂，18．Ⅶ，柴尾）（2♂♂1♀，20．Ⅶ，小野）

（1♂2♀♀，20．Ⅶ，古川）（1♂，20．Ⅶ．溝口）

パイナップルトラップにのみ集来。Ⅶコガネムシ科Scarabaeidae

17．プチドリアツバコガネP7weochro批SemarginatusCastelnau

亀津；（1ex．，13．Ⅶ，古川）

御前堂；（1ex．，14．Ⅶ，古川）

18．マルエンマコガネ077と／鋤肋瑠∽r∽娩此ゞHarold

亀津；（5exs．，13．Ⅶ，古川）

19．4兢α抽∬SP．

犬多布；（1exり21．Ⅶ，古川）

大原；（1ex．，16．ⅥI，古川）

20．オキナワシロスジコガネPolyf）hyllaschoenfeldtiBrenske

大原；（1♂，16．Ⅶ，柴尾）

亀徳；（1♀，12．Ⅶ，池）（1♀，14．Ⅶ，柴尾）

御前堂；（1♀1♂，14．Ⅶ，古川）
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21．アマミクロコガネ〟0わとγfcわねα乃α癖のα（Nomura）

大原；（1ex．，16．Ⅶ，柴尾）

三京林道；（1ex．，16．Ⅶ，古川）（1ex．，16．Ⅶ，小野）

22．伽go乃ねSp．

大原；（2exs．，16．Ⅶ，古川）

亀津；（1ex．，13．Ⅶ，古川）

御前堂；（11exs．，14．Ⅶ，古川）

23．舶αねγαSP．

大原；（1ex．，16．Ⅶ，古川）

24．ヨ、ソバコガネOhkubousferrieri（Nonfried）

三京林道；（6exs．，20．Ⅶ，古川）

朽木中より成虫1ex．幼虫5exs．を採集。

25．アマミアオドゥガネAnomalaalboPil0SagrαCilisSchC）nfeldt

大原；（1ex．，16．Ⅶ，古川）（4exs．，16．Ⅶ，柴尾）

亀津；（1ex．，13．Ⅶ，古川）

亀徳；（2exs．，15．Ⅶ，柴尾）

御前堂；（2exs．，14．Ⅶ，古川）

26．オオシマドゥガネAno7mlacjdoγOdeγ帯αArrow

大原；（3exs．，16．Ⅶ，古川）（1ex．，16．Ⅶ，柴尾）

三京林道；（lex．，16．Ⅶ，柴尾）

27．アマミムシスジコガネA乃0耽血Z（感澗短ね：α批珊ね徹：Nomura

大原；（4exs．，16．Ⅶ，古川）（gexs．，16．Ⅶ，柴尾）

28．サンカクスジコガネAnomalatγiaTlgularisScll伽1feldt

大原；（8exs．，16．Ⅶ，古川）（6exs．，16．Ⅶ，柴尾）

亀津；（1exり13．Ⅶ，古川）

29．リュウキュウオオバナムグリProtaetialewisileachiY．Kurosawa

大原；（1ex．，16．Ⅶ，古川）

三京林道；（1ex．，20．Ⅶ，古川）

30．リュウキュウツヤハナムグリPγ0由虎α♪r伊0SCカ微が紹（Nonfrid）

大原；（2exs．，16．Ⅶ，古川）（3exs．，16．Ⅶ，柴尾）

亀徳；（1ex．，15．Ⅶ，柴尾）

御前堂；（1ex．，21．Ⅶ，古川）

徳和瀬；（1ex．，18．Ⅶ，古川）

31．オオシマアオハナムグリProtaetiaewPerataexas如rata（Fairmaire）

大原；（1ex．，16．Ⅶ，柴尾）

亀徳；（1ex．，15．Ⅶ，柴尾）

32．コカブトムシEoPhileurzLSChinensisirγegularisPrelli

御前堂；（1ex．，14．Ⅶ，古川）

三京林道；（3exs．，16．Ⅶ，古川）（3exs．，16．Ⅶ，柴尾）（2exs．，18．Ⅶ，古川）

（lex．，20．Ⅶ，古川）（lex．，20．Ⅶ，小野）
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Ⅷタマムシ科Buprestidae

33．アオウバタマムシC沼CO助0γαα0乃C（0gカ彷α乃α良：hα1矩ldt

徳和瀬；（1ex．，18．Ⅶ，古川）（1ex．，18．Ⅶ，小野）（1ex．，21．Ⅶ，古川）

34．サツマウバタマムシC短Jcoが沿γαツ〟乃乃α乃αオ1ぴUJαγiSThery

徳和瀬；（7exs．，18．Ⅷ，古川）（5exs．，18．Ⅶ，小野）（1ex．，21．Ⅶ，小野）

前2種は徳和瀬のチップ工場で採集。

35．オオシマルリタマムシChrysochroafulgidissimaalter7W7LSWaterhouse

伊仙；（lex．，13．Ⅶ，古川）（1ex．，13．Ⅷ，小野）

犬多布；（1ex．，21．Ⅶ，松原）

IXコメッキムシ科Elateridae

36．シロモンサビキコリAgryi）nuSSCutellaγis（Cand色Ze）

三京林道；（2exs．，16．Ⅶ，小野）（1ex．，20．Ⅶ，小野）

37．ウバタマコメッキFbγaCalaisbeγuS（Candeze）

徳和瀬；（2exs．，18．ⅥI，小野）

38．オオフタモンウバタマコメッキPαγαCαJ彿S．ねγ〃αhS（Cande記）

御前堂；（3exs．，14．Ⅶ，小野）

39．サメバグキコメッキプ肋励め細励施ゞ月酌閥直如郡ぬ（Miwa）

御前堂；（1ex．，14．Ⅶ，小野）

40．オオナガコメッキElateγSieboldiCand∈！Ze

御前堂；（3exs．，14．Ⅶ，小野）

三京林道；（3exs‥16．Ⅶ，小野）

Xナガシンクイムシ科Bostrychidae

41．オオナガシンクイ〟e亡eγ0わ成γプCわ払Sわα郡か如乃乃Sbsne）

御前堂；（2exs．，14．Ⅶ，小野）

Xfケシキスイ科Nitidulidae

42．アカマダラケシキスイLnsiodactylusPictus（MacLeay）

御前堂；（2exs．，14．W，古川）

ⅩlIゴミムシグマシ科Tenebrionidae

43．オオクビカクシゴミムシグマシDicraeosiscari77atuSGebien

三京林道；（1ex．，16．Ⅶ，小野）（1ex．，20．Ⅶ，溝口）

44．ムラサキツヤこジゴミムシグマシAddialatioγNakane

徳和瀬；（3exs．，18．Ⅶ，古川）

45．ヨツコブゴミムシグマシU10nWbonzicaMarseul

三嘉林道；（lex．，20．Ⅶ，溝口）

46．オオツヤホソゴミムシダマシ〟e乃紗わ’αgαrC’ぶCe／ねMarseul

亀津；（1ex‥13．Ⅶ，古川）

47．アマミユミアシゴミムシグマシPγ0帯e挽fsosわ珊α乃α（Miwa）

御前堂（1exり19．Ⅶ．古川）

三京林道；（1ex．，16．Ⅶ，古川）

48．ヒメクロルリゴミムシグマシ〟ebc頼通1畷細了Nakane

三京林道；（1ex．，20．Ⅶ，溝口）
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49．アマミカタビロヰマワリモドキPhaedisoshl’7nenSisNakane

三京林道；（1ex‥20．Ⅶ，溝口）

50．ズビロキマワリモドキGnesishel0PioidesPascoe

三京林道；（1ex．，20．Ⅵ1，溝口）

Ⅹ】胴クチキムシ料Alleculidae

51．オオクチキムシAJJecぴα〟わ’g乃0ぶαMaklin

伊仙；（1ex．，19．Ⅷ．古川）

ⅩⅣカミキリモドキ科Oedemeridae

52．ハイイロカミキリモドキEobiacinere’f＞e7mZ‘S（Motschulsky）

亀津；（1ex．，13．Ⅵ1，古川）

53．キベリフトカミキリモドキArl0XaCisflauomarginataMiyatake

御前堂；（lex．，14．Ⅶ．古川）

54．タテスジフトカミキリモドキA710XaCisuiaataMiyatake

亀津；（1ex．，13．Ⅶ，古川）

XVカミキリムシ科Cerambycidae

55．、ソシマムナクボカミキリCePhalallusunicolDrGahan

徳和瀬；（1ex．，21．Ⅶ，古川）

56．キマダラヤマカミキリ月eoJa戒／肥gC力γ邦0亡わ′1‘ガ（Bates）

大原；（1♀，16．Ⅶ，古川）

御前堂；（1♂1♀，14．ⅥI，古川）

57．ウスフクモンサビカミキリ尺0如．C（20′帯0ぶα乃αBates

大原；（1ex．，20．Ⅶ，武田）

三京林道；（2exsり20．Ⅶ，溝口）

58．オオシマドゥボソカミキリHyllisiaoshi7WanaBreuning

大原；（1ex．，20．Ⅶ，武田）

亀津；（1ex．，13．Ⅶ，古川）

59．オキナワハネナシサビカミキリPseudαね0〃0ααHaya血i

三京林道；（1ex．，20．Ⅶ，溝口）

60．オキナワキポシカミキリPsacotheate72eburosaMatsushita

御前堂；（1♀，14．ⅥI，古川）（1♀，21．Ⅶ，古川）

61．オオシマビロウドカミキリAca101ePtaosht7WanaBreuning

三京林道；（1ex‥17．ⅥI，古川）

62．シロスジカミキリBatoceralineolataChevrolat

大原；（1♀，16．Ⅶ，古川）

三嘉林道；（1♂，16．叩，古川）

63．オキナワコブヒゲカミキリRMoPinaoki7mukZnSis（Matsushita）

大原；（1♂，16．Ⅶ，古川）

ⅩⅥゾウムシ科Curculionidae

64．シロアナアキゾウムシ〟eS児カ0か弘が0ぷ3°（Chdj∂）

三京林道；（1ex．，20．Ⅶ，溝口）
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クワガタムシ科の学名，配列は検索入門クワガタムシ（保育社）に従った。それ以外の甲虫

は原色日本甲虫図鑑（1日～（Ⅳ）にそれぞれ従った。

〔古川・柴尾〕

参考文献

上野俊一・他（1984～1985）原色日本甲虫図鑑（1日～（Ⅳ）．保育社．

岡島秀治・山口進（1988）検索入門クワガタムシ．保育社．

川副昭人・若林守男（1982）原色日本蝶類図鑑．保育社

中根猛彦・他（1963）原色昆虫大図鑑II（甲虫編）．北隆館．

松井英司・高井泰・田辺力（1988）鹿児島県の水生甲虫相．SATSUMA，37（100）：6上115．

（ふるかわようじろう・まつばらかずまき・しぼおはるのぶ・おのまきゆき）
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〔短報〕
椎葉でミナミツヤハダクワガタを採集

松原一正・小野雅幸

椎葉（宮崎県）において朽木中よりミナミ’ソヤハダクワガタを採集したので報告する。

〈データ〉

ミナミツヤバグクワガタCeγuChuslignaγl’usnodaiFujita

5♂♂5♀♀，桶lex．，幼虫多数採集

10．Xll．1989椎葉五家荘林道宮崎県側（北側斜面．標高1400m付近）

採集者中峯・松原・小野

本種が採集された朽木は赤褐色でやや腐朽した状態であった。赤褐色でかなり腐朽した朽木

からはマダラクワガタは採集できたが，ミナミツヤハダクワガタは死骸（成虫）しか得られな

かった。また，白色の朽木中からはオニクワガタと思われる幼虫数頭と’ソノクロツヤムシ多数

を採集した。

採集は一週間前にも行ったが，そのときはミナミツヤバグクワガタの上廻1対を採集しただ

けであった。上越が採集された時，その場では何か分からず帰宅した後に古川先輩が同定を行っ

て本種ではないかと疑問をもち2回目の採集を行った。

最後に，2回の採集の同行・案内に快く応じて下さった本会OBの中峯浩司氏に感謝する。

参考文献

岡島秀治・山口進（1988）検索入門クワガタムシ．保育社．

上野俊一・黒澤良彦（1985）原色日本甲虫図鑑（II）．保育社．

椎葉産ミナミツヤバグクワガタ（左♂，右♀）
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徳　之　島　の　ク　モ　類

武田敏幸

1989年度の徳之島における生物研究会夏合宿において筆者はクモ類の採集を主に行った。そ

の成果について若干報告する。なお，採集は以下の日程で行った。

7月13日亀徳

14日亀徳川下流へノ徳和瀬～諸田～神之嶺

15日亀徳

16日三京，秋利神川下流

17日三京林道

18日畦～手々

19日喜念

20日大原

21日亀徳

徳之島は亜熱帯に属しクモの種数・個体数ともかなり豊富だった。徳之島のクモ相は日本の

クモ相の基本種と南方系の種の組み合わさったものであり，南方系の種の中には鹿児島県の本

土でも見られないような種が何種類かいる。それらの中には形・色彩・大きさなどが変わった

ものが多く，採集していても非常に楽しかった。特に筆者が好きなのはオオジョロウグモであ

る。あの日本最大の体を巨大な綱に浮かばせている姿は見ていて美しく，いつまでも飽きない。

あと，チブサトゲグモを初めて徳之島で見たが，そのいかつく堅固な体は他のクモとはまるで

違い，いかにも熱帯の生物という顔をしている。

地域別に見るとクモの種数が最も豊かだったのは大原から三京にいたる一帯であった。海岸

性の種を除いて徳之島で見られたほとんど全ての種がここで目撃できた。自然林が良く残り，

植物相が複雑なためであろう。ただ，自然林内ではよくあることだが個体数はやや少なかった。

他には喜念の北側にある開発途中の山でピーティングによって多種の排個性のクモを得た。そ

れ以外の場所では，個体数は多くてもオオジョロウグモ・チプサトゲグモ・シマゴミグモなど

の優占種が圧倒的に多く，種数はやや少なかった。特にサトウキビ畑周辺ではほとんどクモの

姿を見る与とはなかった。

採集は，発見したクモを直接管瓶に入れる方法とピーティングで行った。かなり多くの標本

を得ることができたが，筆者の不勉強のため同定できなかった標本もいくらかあった。以下に

採集リストを記すが，‘これは同定できたもののみのリストである。なお，採集者の名が記して

ないものは全て武田による採集である。
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ク　モ　目　ARANEAE

Iウズグモ科Uloboridae

l．カタバリウズグモUloborussybotidesBOs．etStr．

神之嶺；（1♀，14．Ⅶ）

IIユウレイグモ科PhoIcidae

2．ミナミュウレイグモPhoIczLSnagaSakiensisStrand

三京林道；（1♀，17．Ⅵl）

手々；（1♀，18．Ⅶ）

llJヒメグモ科Theridiidae

3．オオヒメグモAc短eαγα乃紺由かdαrfoγα摺（C．K（℃h）

徳和瀬；（1♀，14．Ⅶ）

4．オダカグモChγySSOargyrOdifoγ7Wis（Yaginuma）

喜念；（1♀，19．Ⅶ）

5．ヒシガタグモガ〆廠甑ぶ（正衛薮；B蝕．etStr．

三京林道；（1♀，17．Ⅶ）

6．アカイソウロウグモArgyrodes2Winiaceus（Doleschall）

大原；（3♀♀，20．Ⅶ）

7．シロカネイソウロウグモArgyrodesbonadea（Karsch）

三京林道；（1♀，17．Ⅶ）

Ⅳコガネグモ科Araneidae

8．ヤマシロオニグマ〃eoSCO乃αSC〆Jα（Kar紀h）

大原；（1♀，20．Ⅶ）

9．サツマノミダマシ〃eo∬mαぶα仇血お（hs．etStr．）

秋利神川下流；（1♀，16．Ⅶ）

手々；（1♂，18．Ⅶ）

10．ホシスジオニグモNeosco77atheisi（Walckenaer）

亀徳川下流；（1♂，14．Ⅶ）

喜念；（1♀，19．Ⅶ）

大原；（1♀，20．Ⅶ）

11．ヘリジロオニグモ〃eo間物ZS〟妙びJJ血（恥S．etStr．）

神之嶺；（1♀，14．Ⅷ）

喜念；（1♀1♂，19．Ⅶ）

大原；（1♀，20．Ⅶ）

亀徳；（1♀，21．Ⅶ）

12．クロトリノフンダマシCγ血γαC加e如gγαYaginuma

大原；（1♀，20．Ⅶ）

13．チブサトゲグモG2廠γαCα感触盈α椛彷0ぷαC．Koch

亀徳；（1♀，13．Ⅶ）

徳和瀬；（1♀，14．Ⅶ）

神之嶺；（1♀，14．Ⅶ）
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14．コガネグモAγgわ如α摺Oe乃αLKoch

大原；（1♀，20．Ⅶ）

15．コガタコガネグモAγgio如n7inutaKarsch

三京林道；（1♀，17．Ⅶ）

16．ナガコガネグモAγgl．0如ゐγぴe乃乃fcわー1（簸：OPOli）

喜念；（2♀♀，19．Ⅶ）

17．ナガマルコガネゴモAγgl’opeae7Wula（Walckenaer）

亀徳川下流；（1♀，14．Ⅶ）

三京；（1♀，16．Ⅵl）

18．スズミグモCyrtof）hora7WOluccensis（Doleschall）

三諌言（1♀，16．Ⅶ）

手々；（1♀，18．Ⅶ）

19．ギンナガゴミグモCyclosaginnagaYaginuma

三京林道；（1♀，17．Ⅶ）

？0．トゲゴミグモCyc10Sa7nuhneinensis（Thorell）

亀徳；（1♀，13．Ⅶ）

善念；（】♀，19．Ⅶ）

21．シマゴミグモCツCわぶα1’花S〟Jα乃α（Costa）

亀徳；（1♀，13．Ⅵl）

三嘉；（1♀，16．Ⅵり

22．オオジョロウグモNef）hilamaculata（Fabricius）

諸田；（1♀，14．Ⅶ）

大原；（1－♀1♂，20．Ⅶ）

Vアシナガグモ科Tetragnathidae

23．オオシロカネグモguCauge7WagTlif‘caYaginuma

三京；（1♀，16．Ⅶ）

三京林道；（2♀♀1♂，17．Ⅶ）

24．チュウガタシロカネグモ上仇CααgeわJα撒7α（L．Koch）

喜念；（1♀，19．Ⅵ1）

25．ヤサガタアシナガグモr虎γαg77αと短帯α正〃α氾Thor色11

亀徳川下流；（1♀，14．Ⅶ）

手々；（1♀，1．8．Ⅵ1）

大原；（1♀，20．Ⅵl）

Ⅵササグモ科Oxyopidae

26．シマササグモガγ0如ぶ珊αC’ね乃わびし，Koch

三京林道；（1♀，17．ⅥI）

Ⅶキシダグモ科Pisauridae

27．イオウイロバシリグモIわわ郡edeSS〟／1〟γe乙ほし．Koch

三嘉林道；（1♀，17．Ⅵ1）

Ⅷフクログモ科Clubionidae

28．ヤマトコマチグモChiγaCa77thiu7Wlasciuu7WKarsch

喜念；（1♀，19．Ⅶ）－50－



IXカニグモ科Thomisidae

29．コキハダカニグモrα彪αC財力0αγ〟Cげ07一帯ぷ（hs．etStr．）

三嘉林道；（1♀，17．Ⅶ）

30．ワカバグモ0ズ〆αお虎γ2一成1’如SL．Koch

三京；（1♀，16．Ⅷ）

31．シロスジグモ尺び乃CZ一癖ααJ加）威rgαとαhs．etStr．

三京；（1♂，16．Ⅶ）

Xハエトリグモ科Salticidae

32．アダンソンハエトリHasariusada7ZSOni（Audouin）

亀徳；（1♂，15．Ⅶ）（1♂，21．Ⅶ）

33．オスクロハエトリ〟αγか．SSα珊αg威er（Karsch）

三京；（2♀♀，16．Ⅶ）

畦；（1♀，18．Ⅷ，溝口）

34．ミスジハエトリPlex瀕・uSSetif）eSKarsch

三京林道；（1♀，17．Ⅶ）

35．アリグモMyγ7naγaChnejaわnica（Karsch）

秋利神川下流；（1♂，16．Ⅶ）

種の配列は「原色日本クモ頬図鑑」（保育社）によった。また，同定は同書を中心に，「写

真日本クモ類大図鑑」（倍成社）を参考にした。

（たけだとしゆき）
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中之島シダ植物採集報告

山之内豊

自分にとって，鹿児島大学に入学して初めての夏合宿だった。トカラ列島を訪れたのも全く

初めてであり，列島の植物相に関しても全くの無知であった。そのため，シダ植物の同定も未

熟であり，あるいは誤りもあるかもしれない。それで自分なりに確信のあるものだけを掲載し

た。すべて，1987年7月19日に採集したものである。

ヒカゲノカズラ科しycopodiaceae

l．ミズスギ山頂ガ敬が∽仰．C∽甥肌潤し．

リュウビンタイ科Angiopteridaceae

2．リュウビンタイA乃gZ．0〆er‘ぶわ／gO（桁loJfαRosenst．

ゼンマイ科Osmundaceae

3．ゼンマイOsmu7ZdajaPo7ZicaThunb．

フサシダ科Schizaeaceae

4．カニクサLygodiu7njaonicu7W（Thunb．）Sw．

ウラジロ科Gleicheniaceae

5．コシダDicγanOPteγisdichoto7Wa（Thunb．）Bernh．

6．ウラジロGねた肥乃α坤0乃gCαSpr．

コケシノブ科HyJnenOPhyllaceae

7．ウチワゴケ（わ乃OCOγ探祝S：癖初め∬（Bl．）V．d．B

8．コウヤコケシノブがγ帯e乃0♪わ〆〟珊αγわ庇祝鵜（V．d．B．）Baker

イノモトソウ科Pteridaceae

9．イシカグマMicrolePiastγigosa（Thunb．）Pr．

10．ハマホラシノブSt）he720merl’sbifl0ra‘（Kaulf．）Tagawa

ll．ユノミネシダHistioPterisincl’sa（Thunb．）J．Sm．

12．ホラシノブSpheno7neγischusaTla（L．）Copel

13．アマクサシダfterisdl’spaγKunze

シノブ科Davalliaceae

14．タマシダNe♪hrole♪isauriculata（L．）Trimen

15．シノブ伽〃αJ／1°α帯αγ1°¢S2－1°Moore

へゴ科Cyatheaceae

16．クサマルハチCツ虎肥α如乃COC尭わCopel

・オシダ科Aspidiaceae

l7．ホシダCycl0SOruSaCuminatus（Houtt．）Nakai

18．オニヤブソテ、ソCy柁07花ね摺fαJcα玩間（L．f）Pr．

19．オリヅルシダfわ／畑7－C／〟珊紬かゐC乙′0乃（Hook．）J．Sm．

20．ヒメワラビLastreaoligo♪hlebia（Bak．）Copei．varelegans（Koidz）Tagawa

21．へラシダDiPlaziumsubsinuatum’（Wall．）Tagawa

22．へツカシダBolbitissubcordata（Copel．）Ching
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シシガシラ科Blechnaceae

23．コモチシダ評00血相ね侮：0γfe乃bJz‘gSw．

ウラボシ科Polypodiaceae

24．ノキシノブLePisorusthunbeγgianlLS（Kaulf）Ching

25．ヒトツバPyγγOSialingua（Thunb．）Farewel1

26．オオイワヒトデCoわ惜Sか漉わけoJα（Don）Pr．

参考文献

田川基二（1959）原色日本羊歯植物図鑑．保育社．
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徳之島のランについて

金井賢一

私と安良田先輩，OBの溝口氏は徳之島において主にラン科植物の観察・採集を行った。こ

こではその観察，及び採集した株を1年間栽培した結果について書く。

徳之島は世界で一番毒蛇嘆傷率が高い地域である。そのため南西諸島が初ての我々にとって，

薮を分け入り，う「そうとした林の中に入るのは無謀なことのように思われた。が，一度林床

に入ったとき我々は目を疑った。トラックの通るような太い林道から5mほど中に入ったとこ

ろにツルランが咲いているのである。笑っているのである。本土ではこのような光景はまず見

られない。この光景を前にして，我々の頭の中ではハブの存在が忘却の彼方へと葬り去られて

しまった。だが最終日に林道でハブを見たとき，我々の背筋は凍りついてしまった。やはり細

心の注意は必要であろう。

次に栽培環境について説明しておこう。わがサークルでは植物の栽培をビニールハウスで行

っている。ハウスは北側に建物を背負って建っている。隣に生えるクスノキ及びシート上にた

まる相葉や桜島の火山灰のおかげ（？），で日光は木漏れ日程度である。通風は余り良いとは

言えない。例えば1989年夏の台風では近辺のビニールハウスが全滅し，ヒマラヤスギが根元か

ら倒れていたが，我々のビニールハウスの被害はシ一つが一枚ずれただけで済んだほどである。
水は石作りの水槽に汲み置きしたものを与えている。気温に関しては観測を怠っていたが冬に

氷が張ることは珍しかった。とまあ，こんなものである。

以下順を迫って各種詳細を示す。〔観察DATA〕に書かれている地名はP．38の地図を参考

にされたい。

なお今回の合宿中，宿舎として心地好く公民館を貸してくだきり，温かく歓迎してくださっ

た亀徳公民館館長東郷直秀氏及び地域の人々，また忙しい中こちらの質問に快く答えて下さっ

た徳之島町役場林務謀の人々に、この場を借りて厚く御礼申し上げる。

1．トクサラン

徳之島での自生環境は川沿いの広葉樹林下だった。直径5mm，長さ15cm程度の茎を4～5本

立てた姿であった。余り元気のいい株でなかったので大きな姿ではなかったが，本来は50へノ80

cmにもなるらしい。現に1990年3月下旬に奄美大島油井岳で観察，採集した株は直径10mm程度

，高さ50cm位の茎を立てた立派なものだった。
〔観察DATA〕

7月17日三京林道

花は11月～12月ということだったが，徳之島の株は栽培しても花を付けなかった。

2．ツルラン

徳之島では広葉樹林下や沢沿いの斜面，湿気の少ない神社の裏山での道沿いなどいろいろな

場所に自生していた。1株だけで生えていることもあったが多くは数株集まって生えており，

大きな葉を横に5～6枚広げていた。ちょうど花期だったので，白くて大きな花を花茎の上部

にたくさん付けているのが見わた。静かな空間の中で見る姿は格別なものである。
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〔観察DATA〕

7月16日大多布明眼神社

17日，20日三嘉林道

18日手々

今回採集したツルランの株は1990年夏に見事な花を見せてくれた。この種は花，特に唇弁の

変異がとても多いので今後はある程度まとめてみる必要があるであろう。

3．リュウキュウエビネ

自生環境は沢に降りて行く斜面の下部で，けっこう湿気のあるところだった。1株だけポッ

ンと生えており，5～6枚の葉の間から花茎を1本スっと伸ばしていた。ちょうど花を付けて

おり，桃色系の花を上部に6～7個付けていた。実に優雅であった。

〔観察DATA〕

7月20日三京林道

1990年7月栽培下で咲いた花は不思議なことに自色糸のものだった。花の色が年ごとに変わ

ることは有り得ないと思われるが，どういうことであろうか。

4．トクノシマエビネ

トクノシマエビネはジエビネの徳之島における地理的変種とみなされており，本来ジエビネ

とよぶ種は種子島を南限とする分布となっている。だが今回徳之島で採集した株は葉が細く，

葉柄が細長くしっかりしていることからジエビネ系統というよりはキリシマエビネ系統のよう

に思われた。ちなみにキリシマエビネは口之島を南限とする分布となっており，ヰリシマエビ

ネ系統としては奄美大島に地理的変種のアマミエビネが分布している。このためこの株に関し

ては花を見るまでは同定することを保留していた。主としてキリシマエビネ系統には白～桃，

ジエビネ系統には紫～褐色，緑など色ものの花が咲く傾向があるのではっきりすると思われた

からである。
自生環境はトクサランとほぼ同じような広葉樹林下であった。

〔観察DATA〕

7月17日三京林道

1990年4月1日に開花した花をみたところ花弁が緑であり，花が斜め上に向かって咲くなど

の特徴などからこの株はトクノシマエビネと判明した。今回の様に花のない個体の同定は非常

に困難なので花期におけるフィールドでの観察が重要であるが，採集して花を咲かせて同定す

ることも重要な方法である。

5．カクチョウラン

自生環境は日当りのいい，岩の切り通しの脇であった。あまり肥えていない礫質の土壌にス

スキと共に10本近く群生していた。徳之島町役場林務謀に問い合わせたところ三京林道は昭和

32～40年にわたってつくられたらしい。何故カクチョウランは広葉樹林下の土の肥えたところ

ではなく，痩せた土で直射日光の強いところにススキと共に生えているのだろう。30年近い二

次遷移の過程をたどるにはあまりにデータが少なすぎる。もう一度徳之島を訪れる必要がある

だろう。
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ここで採集した株の葉の形質はツルランなどに比べるとだいぶ細く，しわの深さは同じかや

や浅い程度である。草姿全体を見るとツルランなどの葉は少し横に広がって生えているのに対
l
して，カクチョウランの葉は上のほうに向かって立っている，伸びていくと行った感じを受け

る。

花期は5へ′6月

〔観察DATA〕

7月17日三京林道

6．カゴメラン

自生環境は谷を降り切ったところで，湿気の多い苔むしたような土の上であった。草丈10数

cm，横に這う長い基部を持った小型の地生ランであった。

〔観察DATA〕

7月17日三京林道

花期は10～11月というが，採集した株は花を付けなかった。この株は残念なことに冬を越せ

ずに枯れてしまった。保温が必要だったのであろう。

7．ユウコクラン

自生環境は登山道脇や広葉樹林下など多岐に渡っていた。一株だけで生えていることもあっ

たが，多くの場合は2～3株集まって生えていた。、ソルランと同様に徳之島ではよく見る種で

あった。

〔観察DATA〕

7月14日井之川岳

16日大多布

17日，20日三京林道

光沢のある茎の先の方に堅くてツヤのある葉を2～3枚付けていた。一般に常緑のはずだが

我々のフレームで栽培している徳之島産の株は，冬になって葉を落としてしまった。心配した

が春には新芽を出し，5月赤紫の花を密に付けた。

8．キンギンソウ

自生環境は林道脇や広葉樹林下など湿気の少ない，むしろ渇いたところに生えていた。

ランというよりは雑草のように直立した太い茎をもち，そこから太いしっかりとした葉柄を

を持つ肉質の葉を5′し10枚互生させていた。はじめはラン科と識別することができなかったが

後日改めて見たとき判明。

〔観察DATA〕

7月18日手々

20日≡京林道

1990年5月，茎の上部に小さな白い花を無数に持った10cm程度の花序を付けた。草丈は50cm

にも及んだ。8月には親株の横に4枚はど葉をもった新芽が生えている。
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9．ナゴラン

自生環境は陰になる山の斜面に生える木の表面であった。我々が見たものは2′、3株が点在

する感じで着生していた。

葉は2枚で長さが約10cmぐらい。2枚の葉の長さが揃っていない株もあった。太い根を数本

もち，それで樹皮に活着していた。

花期は6～8月ということだが残念なことに見ることができなかった。淡緑白色の美しい花

を2～20個付け，個数は環境によって差が出るらしい。

〔観察DATA〕

7月18日手々

栽培環境が悪いのであろうか。・栽培して1年，目立った変化がまるで見られない。

10．チケイラン

これは亀徳にあるチップ工場で採集したので自生地，自生環境など詳しい事は分からない。

チップ工場での採集では思いもよらない種が採れるという長所のかわりに，自生地や自生環

境といった詳しいデータが得られないという難点がある。

この株は広葉樹の材の表面、幹が太かったので木の下のほうであろうところに活着していた。

空豆状のバルブを持ち，カマのような新芽を出していた。

〔観察DATA〕

7月16日亀徳チップ工場（溝口氏）

1990年冬，新芽の中から膏を持った花茎が伸びてきた。花を期待したが残念なことに茶色く

桔れてしまった。やはり環境が悪いのであろうか，1年立った1990年8月になっても活着する

気配もなく危ない状態である。

11．カシノキラン

これもチップ工場で広葉樹の材に着生していたものを採集した。

1株で着生しているものもあったが，多くは2～4株で集まって付いていた。

花は6～10月までに何回か付ける。チップ工場でも花を付けているもの，実を付けているも

のとたくさんあった。

〔観察DATA〕

7月22日亀徳チップ工場

この種は割合栽培が楽で，1990年夏にも再び花を見せてくれた。

参考文献・引用文献

北村四郎等（1964）原色日本植物図鑑草本編Ⅲ．保育社．

伊藤五彦（1979）ホーム園芸エビネ．主婦と生活社．

′ト田舎正閏（1979）ホーム園芸日本の野生ラン．主婦と生活社．

初島住彦（1986）鹿児島県植物目録．鹿児島植物同好会．

（かないけんいち）
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奄美諸島の川で採集した

ヨウジウオ科・ハゼ科魚類

池俊人・西村一郎・松野知之

1988年～1989年に奄美諸島の奄美大島と徳之島で行われた生物研究会の合宿の間，筆者らは

河川で淡水・汽水性魚類の採集を行った。このうち比較的成果のあったヨウジウオ科とハゼ科

のリストを報告する。

採集日程と採集地は下記の通りである。採集方法は主に手綱採集だが，徳之島では投網も使

用した。もし奄美大島でも投網採集を行っていれば，もっと多くの魚種を採集することができ

ただろう。採集した魚類は現地で10％ホルマリン水溶液で固定し，持ち帰って固定した。

なお，ヨウジウオ科の一部を同定して頂いた京都大学瀬戸臨海実験所の荒貿忠一氏に感謝致

します。また合宿にあたり，現地で大変お世話になった住用村西仲間公民館長の武島盛氏，瀬

戸内町中央公民館の方々，徳之島町亀徳公民館長の東郷直秀氏に厚く御礼申し上げます。

採集日程および採集地（採集者）

1988年7月12日～7月25日奄美大島住用村川内jl「住用jl「役勝川（池・松野）

1989年4月1日奄美大島瀬戸内町阿木名川（池）

1989年7月11日～7月20日徳之島徳之島町亀徳川・大瀬川

天城町港川・酒屋川・秋利神川（池・西村・松野）

奄美大島

図1．採集を行った河川
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採集魚類リスト

（）内は標本数を示す。分類と配列は主に益田・他（】984）に従ったが，ヨシノポリ属につ

いては川那部・水野（1989）で提案された新和名に従った。

1ヨウジウオ科Syngnathidae

l．イッセンヨウジCoel0nOtWleiasj）is（Bleeker）

役勝川（7）；秋利神川（3）

2．テングヨウジ00StethusbrachyurusbγaChyurus（Bleeker）

川内川（1）；住用川（5）；役勝川（3）；秋利神川（4）

3．カワヨウジ仇’紳C沈如SSかCけどγ（RtlPPell）

役勝川（9）；大瀬川（5）∴清川（2）

4．アミメカワヨウジHiP♪ichthyshePtago71uSBleeker

住用川（1）

荒貿忠一氏の同定による。

Hハゼ科Gobiidae

l．チチブモドキEleotrisacanthoo2mBleeker

住用川（10）；役勝川（36）；阿木名川（1）；亀徳川（5）；大瀬川（6）言港川（17）

秋利神川（1）

2．テンジクカワアナゴEleotrisfusca（BlochetS：hneider）

阿木名川（2）；秋利神川（2）

3．オカメハゼEleotrismelanoso耽ZBleeker

役勝川（1）；大瀬川（1）

4．タメトモハゼ0助地軸07ぶ印．

亀徳川（1）

5．サツキハゼAZγわg／0ぶ罰ぷr（永め滋Tomiyama

住用川（28）

6．スジバゼAcentrogobiusがIau7Wii（Bleeker）

大瀬川（9）；清川（2）；酒屋川（1）

7．クロコハゼβγ0血sp．

住用川（1）；役勝川（15）；大瀬川（9）；清川（4）

8．ヒメハゼFauo71igobiusg3m7ZauChen（Bleeker）

住用川（3）；役勝川（5）；亀徳川（4）；滑川（1）；酒屋川（1）

9．ミナミヒメハゼFbuonigobiLLSreichei（Bleeker）

港川（1）

10．ノポリハゼOligolef・isacutiPennis（Valenciennes）

川内川（1）；住用川（2）；大瀬川（5）；清川（1）

11．クチサケハゼOJfgoねかぶSP．

川内川（3）；住用川（4）；大瀬川（5）

12．ツムギハゼYongeichthyscriniger（Valenciennes）

役勝川（1）

13．ウチワハゼ肋瑚柳瀬弧．批由γ0払彿Herre

住用川（1）

－59－



14．マツゲハゼOxyuγichthッぷOt＞hthal7WOnen7a（Bleeker）

大瀬川（1）

15．ミナミサルハゼOxyurichthysuisaya71LLSHerre

住用川（28）；大瀬川（8）；溝川（7）；酒屋川（1）

16．クロミナミハゼA批10uS7WlanocePhalus（Bleeker）

大瀬川（1）；秋利神川（1）

17，タネハゼCall0gObiustanegasi7W（Snyder）

住用川（5）；清川（3）

18．．イズミハゼMugilogobl‘LLSfo戒i7Zalis（JordanetSeale）

役勝川（4）；清川（2）

19．ナミハゼ仇g‘わgo短－ugC短／αe（Smith）

住用川（14）

20．ヒナハゼRedigobiwbikolanusHerre

住用川（3）；役勝川（7）

21．ゴクラクハゼRhinogobizLSgiurinus（Rutter）

役勝川（3）

22．シマヨシノポリ尺わf乃OgO毎払SSP．CB

住用川（1）；役勝川（7）；秋利神川（2）

23．クロヨシノポリ尺わ元ogoか滋ざSP．DA

住用川（8）；亀徳川（8）

24．ヒラヨシノポリ尺わ乃OgO玩び印．DL

役勝川（4）

25．アヤヨシノポリ斤わ乃OgO毎〟gSP．MO

住用川（4）；役勝川（7）

26．キバラヨシノポリ尺短‘乃OgOかαSSP．YB

亀徳川（6）

27．ナガノゴリTride戒igerkuγOiwaeJordanetTanaka

住用川（2）；役勝川（1）；清川（1）

28．スジクモハゼBathygobiwcocose71Sis（Bleeker）

大瀬川（11）；清川（1）

29．クモハゼβαとカツgOわ了はSfぴSC〟ぶ（Rtlppell）

大瀬川（1）；清川（8）

30．ヒトミハゼGlossogobiwbl’ocellatLLS（Valenciennes）

秋利神川（2）

31．ゴマハゼPa77dakalidwilliMcCulloch

津川（69）

32．ミツボシゴマハゼPa77dakatri7mCulataAkihitoetMeguro

住用川（26）

33．ナンヨウボウズハゼStiPhodonelega7LS（Steindachner）

阿木名川（3）

34．ボウズハゼSlrCyO〆erusja♪onicus（Tanaka）

住用川（2）；秋利神川（1）一60－



35．ミナミトビハゼPeγ1°0♪舵／加椛はS〃ぴJg（2γ1°ぷEggert

役勝川（2）

36．スナハゼガrde帯eγ1°αC乙のfcαJαγねRofen

溝川（1）

37．アサガラバゼβrdC如α癖／典〕如α乃0短S（Fran云）

住用川（3）

38．チワラスボrαe而oidescfγγ慮〟S（Blyth）

住用川（1）

39．ヒゲワラスボr（詑乃’ofdegJ癖co／αSmith

住用川（21）；大瀬川（1）；酒屋川（16）

参考文献

林公義つヂ藤孝．1978．南西諸島のハゼ科魚類について（I），横須賀市博物館研究報告

（自然科学），（24）：59－82，PIs．10－21．

林公義つヂ藤孝．1978．南西諸島のハゼ科魚類について（Il），横須賀市博物館研究報告

（自然科学），（25）：29－34，PIs．416．

林公義・鈴木寿之・伊藤孝・瀬能宏．1981．南西諸島のハゼ亜目魚類について（日日，横

須賀市博物館研究報告（自然科学），（28）：1－25，PIs．上14．

川那部浩哉・水野信彦編．1989．日本の淡水魚．山と渓谷社．

益田一・尼聞邦夫・荒賀忠一・上野輝禰・吉野哲夫編．1984．日本産魚類大図鑑．東海大学

出版会．

（いけとしひと・にしむらいちろう・まつのともゆき）
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〔短報〕
ホシマダラハゼを種子島で採集

池倭人

種子島中種子町の大浦川でホシマダラハゼOPh’ocaraゎγOCePhala（Valenciennes）を採集し

た。種子島からの記録は珍しいと思われるので，報告する。

1989年10月1日から同月5日まで生物研究会の秋合宿が種子島南種子町平山で行われたが，

この期間中，筆者と西村一郎は大浦川河口域で主にハゼ科魚類の採集を行った。大浦川の河口

一帯にはメヒルギ群落などのマングローブが発達していて，干潮時には広大な干潟が出現する。
10月2日の干潮時に私達が河口干潟の上流部で採集を行うと，全長126mmのホシマダラバゼ

をl個体採集することができた（Plate2－6）。採集場所は流幅が約4mの水路で，湿生植物

の繁みの間から手綱採集で得た。

なお，本種の他に大浦川河口域から得たハゼ科魚類は，チチブモド辛，スジバゼ，クロコハ

ゼ，ノポリハゼ，クチサケハゼ，イズミハゼ，マサゴハゼ，ヒナハゼ，ゴクラクハゼ，クモハ

ゼ，ウロバゼ，ゴマハゼ，どリンゴ，トビハゼである。

〔短報〕
鹿児島県本土でのクチサケハゼの記録

池倭人

クチサケハゼOJgoねかぶSp．の分布は沖縄島・石垣島・西表島から知られているが，最

近筆者は種子島・奄美大島・徳之島からも本種を採集し，南西諸島全体に広く分布しているこ

とが分かった。更に，鹿児島県本土に於ても本種を採集しているので，報告する。

最初の採集地は大隅半島の大根占町にある神之川である。1989年6月4日に筆者は神之川河

口域で採集を行い，本種を2個体採集した（Plate2M7）。採集個体の全長は50mmと62mmで

ある。神之川河口域の川床はほとんど砂底だが，一部は軟泥底となっており，本種は軟泥中か

ら手綱採集で得た。次の採集地は薩摩半島の吹上町にある永吉川である。1989年10月14日に筆

者と西村一郎は永吉川河口域で本種を5個体（全長21mm～36mm）採集した。生息環境は神

之川と同．じく，軟泥中である。

参考文献

益田一・尼岡邦夫・荒賀忠一・上野輝禰・吉野哲夫編．1984．日本産魚類大図鑑．東海大学

出版会．
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〔短報〕
種子島平山でシロマダラを目撃

的場亮平

シロマダラDinodonolientalis（Hilgendorf，1880）は，琉球列島以外に生息する日本産ヘビ類

のうち，タカチホヘビと並んで珍蛇の双璧とされているが，実際の分布はかなり広く，個体数

もそれ程少なくはないらしい。白地，あるいは薄い赤褐色の地に漆黒のくっきりとした横縞が

美しいヘビである。筆者が目撃したのは全長約45cm程度の赤褐色地の個体で，夜間ゲートボー

ル場の照明の下に出てきたところを撮影した。割とおとなしく手で持ち上げてもほとんど暴れ

なかった。種子島では南種子町茎長中之町大岩・西之表市古田大林で採集例がある（大野，19

81）が，筆者も南種子町平山町で目撃したので報告する。

鹿児島県熊毛郡南種子町平山町1989年10月3日1頭的場目撃

参考文献

中村健児・上野俊一（1982）原色日本両生爬虫類図鑑：PLATE・109，159”160pp．

大野正男（1989）シロマダうに関する知見総説，日本の生物（8）：52－60pp．

松井孝爾（1985）日本の両生類・爬虫類二112pp．
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夏　期　合　宿　日　程

1986年祖母山夏期合宿

日程：1986年7月11日（尾平着）～7月19日（尾平発）

場所：祖母山

参加者：柳田高春，裏戸秀幸，吉鶴靖則，古川陽二郎

1987年トカラ列島夏期合宿

日程：1987年7月18日（中之島着）～7月23日（中之島発）

7月23日（諏訪之瀬島着）～7月26日（諏訪之瀬島発）

場所：トカラ列島中之島・諏訪之瀬島

参加者：裏戸秀幸，道谷栄司，古川陽二郎，池倭人，祝輝男，松原一一正，山之内豊

横川水城，溝口信彦（本会OB），中峯浩司（本会OB）

1988年奄美大島夏期合宿

日程：1988年7月18日（名瀬港着）～7月25日（名瀬港発）

場所：奄美大島住用村西仲間

参加者：池　俊人，武田敏幸，松原一正，柴尾晴信，松野知之，中峯浩司（本会OB）

1989年徳之島夏期合宿

日程：1989年7月13日（亀徳港着）～7月21日（亀徳港発）

場所：徳之島

参加者：古川陽二郎，安良田勉，池俊人，武田敏幸，西村一郎，松原一正，柴尾晴信

松野知之，小野雅幸，金井賢一，野村弥生，吉谷弘子，溝口信彦（本会OB）
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部　員　名　簿

1990年3月現在

主　将：松野　知之（水産学部水産学科2年）

副主将：金井　賢一（理学部生物学科1年）

守山　泰司（歯学部歯学科6年）

古川陽二郎（農学部農芸化学科4年）

安良田　勉（農学部農学科3年）

池　　倭人（水産学部水産学科3年）

武田　敏幸（農学部農学科3年）

泊　　信義（農学部農学科3年）

西村　一郎（法文学部法学科3年）

松原　－・正（農学部農学科3年）

山之内　豊（理学部生物学科3年）

大平原一高（農学部畜産学科2年）

柴尾　晴信（理学部生物学科2年）

赤井沙弥子（法文学部人文学科1年）

小野　雅幸（農学部獣医学科1年）

野村　弥生（教育学部中学理科1年）

的場　亮平（農学部獣医学科1年）

吉谷　弘子（理学部生物学科1年）

若芝　　亮（理学部生物学科1年）
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謝 辞

本会顧問の窪田友幸先生（理学部教授）には，日常的な活動にあたり長い間御指導を頂きま

した。また，各合宿を行うにあたって，十島村教育委員会，中之島中央公民館と諏訪之瀬島簡

易宿泊所（浜原荘）の管理人の方々，住用村役場の与島義満氏，住用村西仲間公民館の武島盛

氏，瀬戸内町中央公民館の方々，徳之島町亀徳公民館長の東郷直秀氏の方々に多々御世話にな

りました。

以上の方々に厚く御礼申し上げます。

会員一同
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編　集　後　記

OLE寧EN20号の作成は，一一昨年の年末から着手した。まず過安の未発表のデータ整理

．から始めたが，なにぶん9年ものブランクがあり原稿の完成が予想以上に遅れてしまった。
〇本会誌と交換する条件で会誌を送ってこられた各団体の皆さんや本会誌を待っておられた

皆さんには，今まで発行されずに会誌をお届けすることができなかったことを大変申し訳な

く思い，又お詫びする次第です。

020号の内容にっては過去四年間の主なデータ（昆虫・魚類・植物・その他）を記載する

ことにした。

○生研の活動の柱となるべき会誌が9年もの間発行されなかったことは生研としては悲しむ

べきところだが，今こうして20号の完成を見ると喜びを抑えることができない。

020号は実質的には現生研の会誌第一号といえるだろう。会誌は一冊目を出すことより二

冊目を出すことのほうが難しい。来年二冊目の21号を出すためにも今年は部員一同奮起す

るととだろう。今後の活動に期待されたい．（古川）

L、EB E N　20号

鹿児島大学生物研究会会誌

発行日：1990年12月1日

編集者：古川陽二郎

発行者：鹿児島大学生物研究会

（〒890鹿児島市郡元÷丁目21－24鹿児島大学学友会内）

印刷所：明るい窓社
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LIE B E N20号　正誤表

Pl a t e　写真番号

Pl a t el

1

3

2

4

ページ行誤

P．276（lex．，2．Ⅶ，古川）

P．278日ex‥2．Ⅶ，古川）

P．2710（lex‥2．Ⅶ，古川）

P．2712日ex‥2．Ⅶ，溝口）

Pl a t e　2

正

目ex‥24．Ⅶ，溝口）

日ex‥23．Ⅶ，古川）

日ex‥23．Ⅶ，古川）

（lex‥25．Ⅶ．溝口）
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